
品川区新総合庁舎
（品川区役所新庁舎）

国土交通省 令和7年度
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2025年10月29日
第32回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

品川区



建物・計画概要

建物規模：地上14階/地下2階
最高高さ：約64.4m
基準階階高：3.95m

用途：庁舎(事務所)､集会場､軽飲食、物販店舗、駐車場
敷地：東京都品川区広町二丁目
延床面積：60,796.06㎡

・東京都特別区の一つである品川区庁舎の改築プロジェクト
・2050年度までにCO2排出実質ゼロを目標とする

「ゼロカーボンシティしながわ宣言」
「SDGs未来都市」および「自治体SDGsモデル事業」
に選定。
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・ZEBリーディングオーナーに登録し、全国自治体最多となる９施設でZEB認証を取得
・都心の大規模庁舎で「ZEB Ready」、都市部で自然エネルギーの活用と高い健康性・
レジリエンス性能

・目に見えて分かりやすい環境配慮の取組みで都心型脱炭素庁舎を目指すとともに、
利用者・他自治体への波及を図る。

・新庁舎のコンセプト：「Well-being＆Inclusion Shinagawa(WISH)」
新庁舎を通じて、区民の幸福（しあわせ）、ウェルビーイングの実現、
お互いの個性を認め合い、人と人がつながり支え合う寛容な地域社会を目指す。
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プロジェクトの位置づけ



施工者：【建築】東急・大本・法月・仲岡・加地建設共同企業体
【機械】大成温・横河・東海管・三橋建設共同企業体
【電気】雄電・八千代・サンコー・マスミ建設共同企業体

竣工後の技術検証：上記の他に学識者なども参加する体制を整える予定
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実施体制



多くの人の目に触れる駅前に立地する地域に開かれた庁舎として
目に見える分かりやすい環境配慮技術を取り入れた都心型脱炭素型庁舎を目指す。

施設利用者や、今後建て替えが進む都市部を中心とした各自治体庁舎への波及を図る。
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Ⅱ. 高いレジリエンス性能(7日間庁舎機能継続)の実現
・柱頭免震構造の採用、水害を考慮した中間階・屋上の電気・熱源設備
・非常用発電機や小型コージェネレーションシステム
・自然換気・採光、防災井戸の自然エネルギー利用

Ⅲ. WLC削減にも配慮した計画
・合理的な階高/柱スパンの構造計画、内外装による木材利用
・段ボールダクト/制気口レスの『エアライトシェード』、低GWP冷媒の採用

Ⅰ. 都心大規模庁舎でのZEB Ready・快適性・健康性
・水平庇と外周分散コアによる外皮性能の向上
・吹抜けを利用した自然換気・採光と下階を照らす『ルミナスヴォイド』
・地中熱・水蓄熱槽を用いた高効率な中温冷水熱源システム
・照明空調一体型ダクト『エアライトシェード』と潜熱顕熱分離空調システム

提案内容（特定課題への対応を含む）
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プ ロ ジ ェ ク ト の 取 り 組 み
ZEB Readyの達成＋ホールライフカーボンの削減



プ ロ ジ ェ ク ト の 取 り 組 み
①水平庇・外周分散コアによる外皮性能の向上

基準階ウェルネス階段

外周分散コア＋水平庇で日射遮蔽・眺望性・自然採光や通風を確保
執務室内の職員専用ウェルネス階段→部署を超えたコミュニケーション活性化/健康増進

BPI=0.7の外皮性能
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7階～13階を繋ぐ吹抜け階段上部に「3つの機能を持ったトップライト」
1. 下階まで自然光を導く『ルミナスヴォイド』
拡散透過ガラスにより、吹き抜けに面した壁面の輝度を向上
2. グレア防止と日射遮蔽
梁にカバーを設置＋拡散透過ガラスによる上階の過剰な輝度を抑制・視環境に配慮
高い太陽高度となる時期の直接日射を遮り、室内負荷削減
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プ ロ ジ ェ ク ト の 取 り 組 み
②吹抜けを利用した自然換気・採光と下階を照らす『ルミナスヴォイド』



・7~12階が自然換気対象、頂部を立ち上げ熱だまりし、中性帯位置に配慮
・外気取入口は外周分散コア（ダクト+モーターダンパー）＋換気窓で計画
・外気冷房：外調機＋エアコン室内機のファンを活用した外気冷房
・外調機は原則必要換気風量の約2倍を給気、排気ルートで吹抜けを活用・動力削減

合計換気風量=19,000CMH(平均2.3回/h･階)

3. 自然換気・外気冷房・ナイトパージの排気口に利用
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プ ロ ジ ェ ク ト の 取 り 組 み
③ウェルネス階段を活用した自然エネルギー利用



地中熱を利用した水冷チラー
水平ループ方式/ボアホール方式を
併用、採熱効率と経済性に配慮

水蓄熱槽利用
電力負荷平準化、電力デマンド抑制
熱源容量の合理化

空調機器は全て中温仕様
外調機・空調機(全熱交換器組込型)
熱源送水温度を高め、高効率な運転を実現

熱源システムフロー図
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プ ロ ジ ェ ク ト の 取 り 組 み
④地中熱・水蓄熱槽を用いた高効率な中温冷水熱源システム



・外調機(全熱交組込)＋高顕熱/高COP型ビル用マルチ(冷暖切替型)
→ 潜熱顕熱分離空調による省エネ性と快適性向上

・外気処理空調機は床吹出、空調室内機は天井吹出
→ 暖房時の上下温度差や吹抜空間に配慮
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プ ロ ジ ェ ク ト の 取 り 組 み
⑤照明空調一体型ダクト 『エアライトシェード』



・直天井の執務スペースは曲面の膜織物を活用してせせらぎのように風と光を届ける
・室内空気を誘引、気流を拡散・透過 →冷房の吹出温度向上/ドラフトレスな空間を実現
・照明は曲面の膜下部に反射 →明るさ感を向上

『エアライトシェード』断面イメージ

「膜あり」吹出気流 「膜無し」吹出気流

膜あり

膜なし

膜の有無と明るさ感/照度の違い
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プ ロ ジ ェ ク ト の 取 り 組 み
⑤照明空調一体型ダクト 『エアライトシェード』



前提条件
※1：ガスCO2排出係数：2.05 kg-CO2/kWh『ガス事業者別排出係数－R5年度実績－R6.6.28環境省・経済産業省公表』資料より、ガス事業者名：
東京瓦斯（株）の基礎排出係数を採用
※2：電気CO2排出係数：0.423 kg-CO2/kWh『電気事業者別排出係数－R5年度実績－R7.3.18環境省・経済産業省公表』資料より、電気事業者
名：東京電力パワーグリッド（株）の基礎排出係数を採用

先導的技術+未評価技術によるCO2削減量：-52%【1,457t-CO2/年】
都市部の大規模庁舎ながらCO2排出量が23.98kg-CO2/m2という超低炭素環境配慮ビル
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先導的技術に関する省CO2効果



区民を守る防災拠点として、7日間庁舎機能を維持できる計画
平常時の省CO2の技術が災害時のレジリエンス性能として機能→フェーズフリーな計画
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プ ロ ジ ェ ク ト の 取 り 組 み
⑥非常時のエネルギー自立と省CO2の実現を両立する取り組み



※ホールライフカーボンの算定にはJ-CAT（建築物ホールライフカーボン算定ツール）（IBECs）を使用

・ZEB Ready+自然エネルギー利用
・免震構造/適正な柱スパンで鉄骨量削減
・内外装における木材利用
・低GWP冷媒の採用
・段ボールダクト/制気口レスの『エアライトシェード』

※基準値仕様は建築(新築)2024年度SDGs対応版にて、LCCO2計算における運用時の標準建物の参照値を利用

WLC28%削減
約2,245[t-CO2]削減

本計画
標準仕様：132.3［kg-CO2e/m2年］

本計画
設計仕様：95.4［kg-CO2e/m2年］
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プ ロ ジ ェ ク ト の 取 り 組 み
ホールライフカーボン(WLC)の削減
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プ ロ ジ ェ ク ト の 取 り 組 み
環境認証の取得

BELS ★6
CASBEE-建築（新築）Sランク
CASBEE-ウェルネスオフィス Sランク



都心型大規模庁舎で『ZEB Ready』実現、その先を目指す設計手法確立
• メガプレートオフィスで外周分散コア等で外皮負荷削減
• 大きな吹抜空間と頂部トップライト形状の工夫で効果的な自然採光と自然換気を実現
• 地中熱利用や太陽光パネル、自然換気など都市部で自然エネルギーを徹底活用

空調照明の機能と審美性を融合した『エアライトシェード』による
省CO2と室内快適性を実現
• オフィスでの空調・照明の機能性とデザインの融合は普遍的なテーマ
• LED照明や段ボールダクトと織物膜をシンプルに組合せた『エアライトシェード』
• 明るさ感向上、気流の誘引・拡散、ドラフト軽減など機能面の向上、カーボン削減効果

来訪者に分かりやすい省エネ技術の導入と積極的な発信
• 来訪者にわかりやすい外装・室内での環境配慮の取り組み
• ビジュアル的にわかりやすい省エネモニターやサイン表示等
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期待される波及効果・普及効果



築地二丁目地区プロジェクト

代表提案者：日鉄興和不動産株式会社

提案者：NTT都市開発株式会社

作業協力者：株式会社日本設計

国土交通省 令和7年度
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2025年10月29日
第32回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム



建物はまちを先導する拠点＝築地駅前に建つオフィスビル

【建物概要】

用途 ：事務所、飲食他

延べ面積：約５７,３００㎡

高さ ：約１１０ｍ

階数 ：地上２１階、地下３階

プロジェクト全体概要
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スマートウェルネス外装システム

スマートバリアブル熱源システム

スマートシェアリング外気供給システム

多様で居心地よい屋外空間

１

２

３

０

木素材の活用

ピロティ状の
屋外空間

②スマートバリアブル熱源システム

①スマートウェルネス
外装システム

③スマートシェアリング
外気供給システム

⓪多様で居心地の良い
屋外空間

４つの先導的なアピール点

プロジェクト全体概要
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■低層部の平面、断面イメージ

■平成通りに面した屋外パブリックスペース

■新大橋通りに面した地下鉄築地駅出入口

プロジェクト全体概要

築地駅前に、誰もが使える居心地よい屋外空間を整備
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デザインコンセプト

融合

海の
きらめき

大地
（人・まち）

スマートウェルネス外装システム

「築地」は海を埋め「地」を「築いた」ことに由来
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■築地本願寺から計画地を見る

スマートウェルネス外装システム

頭一つ抜ける築地駅前のランドマーク
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・本計画の外装面は南北軸に対して角度がふれており、太陽高度が低い東西面の面積が多い
➡縦ルーバーによる日射遮蔽が効果的

スマートウェルネス外装システム

東西面が多い平面形状。縦ルーバーによる日射遮蔽が効果的

7基準階平面図

：スマートウェルネス外装システム



アルミ構造部材と
日射遮蔽を兼用

エンボディドカーボンの
少ないPC
（プレキャストコンクリート）
を日射遮蔽材に採用

部材を増やさない
汎用品・既往技術の活用

スマートウェルネス外装システム

「アルミ構造部材と日射遮蔽材を兼用」と「PC」の採用
・一般的なCWは風圧力を受ける縦の構造部材が室内側にあるが、本外装システムでは、反転し屋外に配置。

屋外側に突出して配置することで、縦ルーバーなど付加的なアルミ部材を増やすことなく、日射抑制を実
現する
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外装システムの比較



Aパタン

AパタンBパタン

Bパタン

スマートウェルネス外装システム

ユニット内をリズム良くランダムに構成し「ムラ」を生み出す
・屋外側に縦構造部材を配置することで室内の凹凸を抑え、空間を有効活用。フラットな窓まわりが快適性

と空間の柔軟性を高める。
・日射遮蔽PCなどをランダムに配置することで窓まわりに多様な「ムラ」を生み出し、多様な居場所を創出

する。

幅7.2ｍを１ユニット化
し合理化（A,Bの2パタン）

ユニット内の日射遮蔽物を
ランダム配置しムラを生み出す

9
外装システムの概要



💡💡構造体が外側に

あるから内側がフ
ラットに使える💡💡壁も欲しい

💡💡大きい窓

も欲しい

💡💡様々な光の

入り方。ムラ
を生み出す

💡💡窓のリズム

が心地よい

スマートウェルネス外装システム

日射遮蔽とフルハイトガラスで省CO2と快適性の両立
スマート ＝省エネ・省エンボディドカーボン
ウェルネス＝心地よさ・豊かさ・多様性
・スマート＝省エネ・省エンボディドカーボンであるだけでなく、人にとって心地よさ、豊かさ、多様性を

感じるきっかけとなる外装を実現する

10オフィス内観のイメージ



外装システム

スマートウェルネス
外装システム

左記にPCを用いない
外装システム

左記にアルミルーバー
とPCを用いた
外装システム

1ユニット当たりの
アップフロントカーボン 約275kg-CO2e 約300kg-CO2e 約400kg-CO2e

比率 100% 109% 145%

スマートウェルネス外装システム

外装アップフロントカーボンの詳細算定
外装資材の数量と排出原単位を乗じて、積み上げ型で算定（詳細算定）

アルミ構造部材と日射遮蔽を兼用
今回のシステム１００％とすると、縦ルーバーを付加的に設置した場合は１４５％の排出量比率

PCを日射遮蔽材に採用
試算したユニットは繰り返し用いられ、建物外装を占める割合は６０％を越える
建物全体としてホールライフカーボン削減に寄与する高い環境効果を発揮する
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アップフロントカーボンの比較



▽20F

DS▽基準階 廊下 事務室

SO
A

RA

R

EA

パス

CHS
CHR

SA

PAC

SOA

CO2濃度
センサー

INV

ファン

高効率モジュール形空気熱源
ヒートポンプユニット(散水仕様)

セントラル外調機

増設対応スペース

増設対応分岐

増設対応分岐

設備バルコニー

トイレ

マルチパッケージ形空調
屋外機(高顕熱仕様)

将来対応スペース

「外気負荷・潜熱処理」

「室内負荷・顕熱処理」

・外気負荷：セントラル外調機と高効率熱源機（散水仕様）

を組み合わせ

・室内負荷：顕熱処理として

高顕熱形高効率マルチパッケージ形空調機

スマートバリアブル熱源システム

外気負荷と室内負荷を分離し潜熱・顕熱処理を最適化

潜熱処理と顕熱処理の最適化による

熱源の高効率化

スマートバリアブル熱源システム概要図 12



・外気の温湿度は、高負荷⇔低負荷 を変化する （季節・時刻・気象）

・必要外気量は、外気量 多⇔少 を変化する （在室人員によるCO2濃度）

・外調機コイルの負荷状態（風量・外気条件）に応じて、熱源の冷温水送水温度を緩和する変温制御

外気供給
SOA

負荷変動はあるが冷温水温度は固定

35205-10

負荷発生条件は
変動

乾球温度 [℃]

夏期外気条件
34.8℃, 58％

20,000

40,000

0

要求風量 [%]

風量 [m3/h]

50 100

要求風量は
変動

コイル能力は
ピーク負荷で
選定

■従来のシステム

冷水 7℃
負荷変動に応じて冷温水温度を変化

コイル能力は
ピーク負荷で
選定し、
コイルの余力
で変温制御に
対応■変温制御システム

設計風量
40,200m3/h

外気負荷の変動

温水44℃ 冷水 7~13℃ 温水 44~40℃

冬期外気条件
1.7℃, 41.7％

外気供給
SOA

提案システム
負荷容量

冷水7℃→15℃

冷水
11℃→19℃

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0
CO

P
9% 25% 50% 75% 100%

負荷が小さい時間帯は
変温制御で効率向上

負荷が大きい時間帯は
散水で効率向上

熱源・空調を連携した冷温水変温制御

スマートバリアブル熱源システム

熱源と空調（外調機）を連携し、熱源のさらなる高効率化

冷水7℃を11℃に中温化した場合の熱源効率
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・外調機冷温水弁：外気処理として給気温度制御・給気露点制御による比例制御

⇒高品質な室内環境

・熱源出口温度 ：外調機負荷の制御状態（冷温水弁の開度情報）により出口温度設定値を緩和

従来は季節切替の固定値に対し、負荷により冷房：7℃⇔13℃、暖房：44℃⇔38℃ 等の

変温制御

⇒熱源の高効率化

0

200

400
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800

1,000

1,200

1 83 16
5

24
7

32
9

41
1

49
3

57
5

65
7

73
9

82
1

90
3

98
5

10
67

11
49

12
31

外
気
負
荷
（
冷
房
）

[k
W

]

▼冷房負荷の60%

7℃

11℃

13℃

スマートバリアブル熱源システム

熱源と外調機を連携するシンプルな制御

熱源コントローラー

モジュール形空気熱源ヒートポンプユニット

冷温水弁

外気供給
SOA
給気温度・給気露点制御

外気
OA

排気
EA

室内からのレタン
RA

外調機の冷温水弁開度情報で
熱源出口温度（送水温度）設定値を緩和するシンプルな制御

DDCDDC

「連携」

外調機

全熱交換器

熱源・空調の連携制御の概要 負荷と冷水温度の概要

14

時間 [h]
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・大容量の外調機と小容量の外調機をヘッダーダクトで接続し、全事務室の外気系統を統合

・同時使用率を考慮した外調機容量適正化、「小容量」を組み合わせた台数制御により超低風量送風に対応

小容量

シェアリング

パス

事務室1

RA

OHU-1
11,200 ㎥/h

廊下

パ
ス

パ
ス

パ
ス

パ
ス

OHU-2
40,200 ㎥/h

OHU-3
40,200 ㎥/h

OHU-4
40,200 ㎥/h

風量測定用VAV（全開）

WC

人感
センサー

▼基準階

F

F

OA

EA

F

F

OA

EA

F

F

OA

EA

F

F

OA

EA

DS

SA

PAC

SA

PAC

SOA

パス

SOA
RA

DS DS DSDS
SA

PAC

SA

PAC

SOA

RA
パス

RA

SA

PAC

SA

PAC

SOA

パス

SA

PAC

SA

PAC

SOA

RA

事務室2 事務室3 事務室4

大外調機・小外調機の
組み合わせによる
超低風量対応

SOA VAV定格風量：
1,860CMH

SOA VAV定格風量：
3,150CMH

SOA VAV定格風量：
2,520CMH

SOA VAV定格風量：
2,520CMH

EAINV

ファン

余剰排気ファン
大容量 大容量 大容量

全外調機を同一の
ヘッダーダクトで

接続

スマートシェアリング外気供給システム

外調機シェアリングと小容量の組合せによる最適な外気量制御

スマートシェアリング外気供給システムの概要
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・一般的なVAV制御は、人員が少ない時間帯やエリアにおいても最小風量による外気供給が生じる

・VAV最小風量となってもCO2濃度が低い場合に一定時間VAVを全閉することで、外気負荷削減を図る

一般的なVAV制御 VAV間欠制御

CO
2濃

度
[p

pm
]

時間
10 20 30 40 50 60

1,200

1,000

800

600
700

900

1,100

VA
V開

度
[％

]

10
0

30

CO
2濃

度
[p

pm
]

時間
10 20 30 40 50 60

1,200

1,000

800

600
700

900

1,100

VA
V開

度
[％

]

10
0

30

人員が少ないため

CO2濃度下降

人員が減少する時間

CO2濃度

VAV制御によりCO2濃度維持

人員変動に追従したVAV制御

最小風量外気供給

人員が減少する時間

VAV制御によりCO2濃度維持

人員変動に追従したVAV制御

VAV間欠制御

人員が少ないため

CO2濃度下降

CO2濃度上昇

：VAV開度割合 ：VAV開度割合

VAV開度100%

CO2濃度

VAV開度100%

30% 30%

最小風量外気供給

0%

スマートシェアリング外気供給システム

VAV間欠制御によるきめ細やかな風量制御
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・CO2濃度制御値と便所の人感センサにより便所換気風量を段階的に制御（10回/h、5回/h、3回/h換気）

・全熱交換器付外調機の還気風量を増やし、従来捨てていた便所からの排気熱を回収し外気負荷低減を図る

在室時 不在時
人感センサ検知

①外気要求風量が
50%を超える場合 10回/h 3回/h

②外気要求風量が
50%を下回る場合 5回/h 3回/h

スマートシェアリング外気供給システム

便所換気風量の段階制御による熱回収効果の向上

便所換気回数の設定

事務室 便所

EA

在室時

PASSSO
A

RA

事務室 便所

不在時

PASSSO
A

RA

便所の換気量を3回/h換気に低減

EA

全熱交換器の還気風量を増やす

便所換気風量の段階制御による効果
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・外調機シェアリングと小容量の組合せによる最適外気量制御で、人員変動に応じた外気を供給

・VAV間欠制御により、残業時や休日等の少人数時の必要外気量にも追従

・便所換気風量の段階制御によって無駄なく熱回収を行い、外気負荷を削減

⇒一般的な全熱交換ユニットによる外気処理方式と比較し、約71％の外気負荷削減効果を見込む

スマートシェアリング外気供給システム

最適外気量の供給による大幅な外気負荷削減

0
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全熱交換ユニット
方式

全熱交方式(CO2制御無)は
設備容量の100%で給気される

セントラル化
（容量適正化）

全熱交方式(CO2制御有)は
設備容量の50%を制御下限値と想定

セントラル化で縮減した設備
容量の30%に制御下限値を低減

小容量の組み合わせで
制御下限値をさらに低減
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暖房 冷房

全熱交換ﾕﾆｯﾄ方式
CO2制御無し

全熱交換ﾕﾆｯﾄ方式
CO2制御有り

スマート
シェアリング

外気負荷
-71％

外気負荷
-50％

小容量

スマートシェアリング

外調機の設備容量縮減と在館人員の変動による外気量の変化 外気負荷削減効果の変化
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両立の実現

高い省CO2性能と、ウェルネス・フレ

キシビリティの両立を実現します。

汎用技術の活用

特別高度な開発技術ではなく、汎用

技術の組合せと連携手法を工夫した

システムです。

先進性と波及・普及性

技術的な先進性と、他施設への波及・

普及性を兼ね備えた提案です。

1 2 3

・スマートウェルネス外装システム

・スマートバリアブル熱源システム

・スマートシェアリング外気供給システム

３つのスマート技術の特徴
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（仮称）福岡・大手門一丁目計画

提案者名

野村不動産株式会社

東京建物株式会社

西日本鉄道株式会社

九電不動産株式会社

提案協力者名

株式会社日本設計

国土交通省 令和7年度
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2025年10月29日
第32回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム



プロジェクト概要

＊実施設計初期段階での検討パースのため、今後変更ございます。

2

（参考）イメージパース



プロジェクト概要

・福岡家庭裁判所跡地活用の事業プロポーザルに選定された、在京・地場の4事業者に 

   よる、総合設計制度を利用した開発プロジェクト

・緑豊かな大濠・舞鶴公園に隣接する、オフィス・ホテル・住宅がコンパクトに

積層する複合用途プロジェクト

・隣接する公園の「水」「緑」「アート」を引き込み、足元に広がる公開空地を介し

て都市へ繋げていく結節点

・各事業者の強みを活かした 環境価値・社会価値の共創

・急速に開発が進む福岡市内における環境配慮型ビルのリーディングプロジェクト

3



建築概要

4

長浜鮮魚市場

舞鶴公園

お濠

至天神→
昭和通り

明治通り

計画地

大濠公園

用途：住宅、ホテル、
事務所、飲食店
自動車車庫
自転車駐車場

階数：地上24階
地下1階

延床面積：約50,000㎡
   

構造：RC造 基礎免震

4

＊実施設計初期段階での検討パースのため、今後変更ございます。



環境計画概要
・「敷地特性」と「用途特性」を活かした省CO2技術

・「需給調整力」をテーマに、先進的かつ波及性のあるDR技術

・ 省CO2とBCPの両立を目指す先進的な取り組み

・ エンボディド・カーボン削減

5



① カスケード超大温度差蓄熱システム

② 変風量制御システムと融通システムを組み合わせた

インテグレーション給排気システム

③ 井水淡水化設備のDR制御とシェアリング

④ 中央熱源方式と小割区画ニーズを両立するオフィス空調システム

⑤ 敷地の地盤特性を活かした、ホールライフカーボン低減とBCP性能

向上を両立した免震構造

提案する省CO2技術の特徴

6



①カスケード超大温度差蓄熱システム

【従来の蓄熱システムの考え方】

日中のピークカット・ピークシフトによる電力負荷平準化が主目的
→熱負荷夜間移行率等で蓄熱槽容量は決定

【提案する蓄熱システムの考え方】

中間期の上げDRが主目的
→太陽光発電の出力制御量がピークとなる時間帯に蓄熱運転する考え方で
蓄熱槽容量は決定（約100㎥）

→蓄熱槽容量がコンパクトとなり、夏期におけるピークカット効果が少なくなる課題

→「カスケード超大温度差蓄熱システム」により、限られた蓄熱槽容量を最大限
に有効利用する

・電気・ガス熱源及び蓄熱槽を組み合わせたベストミックスの中央熱源システム
（オフィス・ホテル共用）を屋上にコンパクトに集約化

7



①カスケード超大温度差蓄熱システム

22℃→14℃で蓄熱

7℃→14℃で放熱
Δ15℃の超大温度差で
蓄熱槽を利用

【夏期の蓄熱システムの4サイクルフロー】

14℃→7℃で蓄熱

2段階蓄熱
（夜間）

14℃→22℃で放熱

2段階放熱
（日中）

8



①カスケード超大温度差蓄熱システム

コンパクトな蓄熱槽を超大温度差
で利用することで、夏期のデマン
ドレスの幅を拡充

9



② 変風量制御システムと融通システムを組み合わせた
インテグレーション給排気システム

ム
ホテルの給排気システムを系統横断的に捉え、設備容量をコンパクト化

（風量融通システム）
SOA

EA

客室系統
コンパクト化

客室系統からの融通
OA

RA

共用（BOH・FOH）系統

10



③ 井水淡水化設備のDR制御とシェアリング

井水淡水化設備のマッピング

敷地

海の中道奈多海水淡水化センター

11



③ 井水淡水化設備のDR制御とシェアリング

①DR制御運転→シーズンに応じて、稼働パターンをかえる

中間期

0:00 6:00 12:00 18:00

夏期・冬期
ピーク時間帯は井水淡水化設備が稼働しないようにする→ピークカットを図る

受水槽水位が下がれば、タイムリーに造水

②住宅とのシェアリング→造水能力を各用途でシェアして、建物全体の水自立性を向上

下水道上水道商用電力 再生水道

上水水槽
給水設備

雑用水水槽
給水設備

住宅
給水設備

井水淡水
化設備

非常用
発電機

雨水ろ過
設備

緊急
排水槽

シナリオ1 上水断絶時（渇水含む）

×

建物

・井水処理水を住宅用途にも供給
・非住宅の雑用水源として再生水を利用

下水道上水道商用電力

上水電力

再生水道

再生水

上水水槽
給水設備

雑用水水槽
給水設備

住宅
給水設備

井水淡水
化設備

非常用
発電機

雨水ろ過
設備

緊急
排水槽

井水処理水

排水雑用水

シナリオ0 通常時

建物

福岡ならではの、「井水淡水化設備」を上手に使う２つのアイディア
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④ 中央熱源方式と小割区画ニーズを両立するオフィス空調システム

【熱源方式・貸室区画面積と代替フロン冷媒量のイメージ】

少ない

貸室区画面積

中央熱源・DHC

個別熱源
（水冷PAC)

個別熱源
（空冷PAC)

中央熱源×小割テナント区画
→ニッチ戦略だけなく、新規
の社会ニーズ

本計画

大きい小さい

多い

代
替
フ
ロ
ン
冷
媒
量

・集約外調機＋FCU（４管式）のオフィス空調システム
→外調機をシェアリングし、同時使用率を考慮することで、風量を約35%低減
→空調機械室のスペースを約30％削減

地方都市でニーズの高い小割区画ニーズ×中央熱源システム

13



14

・「制振＋杭基礎」→「免震＋直接基礎」
→福岡城址である敷地の地盤特性を活かし、免震構造とすることで杭基礎を中止
→BCP性能向上・建設時のCO2排出量低減を実現

⑤ホールライフカーボンの視点で構造形式を評価

約10%の省CO2効果

【制振＋杭基礎】 【免震＋直接基礎】

設計初期段階で、J-CATを用いて免震構造と制振構造のWLCを比較評価

⑤ ホールライフカーボンの視点で構造形式を比較評価



① カスケード超大温度差蓄熱システム

    →「用途特性」を活かし、「需給調整力」としての新しい蓄熱システムの設計手法の提案

→限られた蓄熱槽容量を最大限に活用し、デマンドレスポンスの幅を拡充

② 変風量制御システムと融通システムを組み合わせた

インテグレーション給排気システム

→ホテルでの普及・波及効果を期待

③ 井水淡水化設備のDR制御とシェアリング

→福岡ならではの設備を上手に使い、「需給調整力」「水自立性」を向上

→福岡での普及・波及効果を期待

④ 中央熱源方式と小割区画ニーズを両立するオフィス空調システム

→地方都市での普及・波及効果を期待

⑤ 敷地の地盤特性を活かした、ホールライフカーボン低減とBCP性能

向上を両立した免震構造

→基本設計段階からWLCを算定し、多角的な視点で構造形式を評価・決定

→ホールライフカーボン削減に向けた設計アプローチの水平展開

提案する省CO2技術の特徴
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北陸銀行
（仮称）ほくほくFG本社ビル

新築工事

提案者

株式会社北陸銀行

提案協力者

株式会社日建設計

国土交通省 令和7年度
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2025年10月29日
第32回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム



2

計 画 概 要
階 数
延 べ 面 積
用 途

所 在 地

：地上13階、地下1階
：27,699.08㎡
：事務所、銀行、
美術館、自動車車庫

：富山県富山市牛島町137番他

プロジェクト概要
「地域と重なり、地域に開く」
建物コンセプトを体現する外観は
全面ダブルスキンの環境建築
BPI=0 .68  BEI=0 .58



3

プロジェクト概要
環境性能・快適性・眺望を両立した外観デザインで
先進的なオフィスビルを実現する5つのPo l i cy
→新築事務所ビル（10 ,000㎡以上）で富山県初のZE B  Or i en tedを達成見込



4

プロジェクト概要
北陸新幹線の開通、路面電車の南北連続化、駅前広場整備等の開発が進む富山駅
環境建築を全面に表現した新たなランドマークとなる建物とすることで
富山だけでなく全国への省CO 2技術の普及・波及を狙う

計画
敷地

2 0 2 3 年
A U B A D E  H A L L

2 0 2 2 年
M A R O O T

2 0 2 0 年
路 面 電 車 の 南 北 連 続 化

2 0 1 5 年
北 陸 新 幹 線 開 通

2 0 2 2 年
駅 前 広 場 整 備
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プロジェクト概要
富山市では約30年ぶりとなる総合設計制度を利用し、
公開空地を整備することで
地域のにぎわいの場と豊かな緑化空間をつくり地方創生を先導する

南 か ら 公 開 空 地 を 見 る配 置 図

平 時：屋外イベントスペース
非常時：災害支援拠点マンホールトイレ

かまどベンチ
平 時：車寄せ
非常時：災害支援拠点

平 時：エントランス
非常時：帰宅困難者収容スペース

平 時：屋外スペース
非常時：災害支援拠点

公開空地

デジタルサイネージ

公開空地は、
安全な歩行者空間を確保しつつ
都市景観の形成に寄与するとともに、
地域の憩いの場や
非常時の災害支援拠点として機能する
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立山連峰

南 西 北北 東

富山市中心市街地
北陸新幹線

富山駅北口
神通川（花火） 立山連峰

富山市市街地

中心市街地 花火

駅から建物を見る
ダブルスキンとブラインド有無による熱貫流率比較

先導的提案①
Po l i cy1 眺望と熱負荷抑制を両立するパッシブデザイン

全周好眺望、西面が駅に対する建物の顔→全周ダブルスキンで開かれた建物実現
ダブルスキン＋外部ブラインドにより、熱貫流率を34％削減

富山湾
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先導的提案③
Po l i cy4 自然エネルギーを利用したファサードシステム

閉じるダブルスキンと開く自然換気をワンシェイプの外観で両立
夏季・冬季だけでなく、中間期の快適性の向上と省エネに寄与

IN
IN

IN

OUT

OUT

OUT

IN
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先導的提案③
Po l i cy4 自然エネルギーを利用したファサードシステム

閉じるダブルスキンと開く自然換気をワンシェイプの外観で両立
夏季・冬季だけでなく、中間期の快適性の向上と省エネに寄与

熱 貫 流 率 = 1 . 1 4 1 W / ㎡ K

熱 貫 流 率 ＝ 1 . 0 9 W / ㎡ ・ K （ t = 3 5 ）

卓越風

エコランプで自然換気に適したタイミングをお知らせ→行員の環境への意識を高める

エコランプ
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先導的提案③
Po l i cy4 自然エネルギーを利用したファサードシステム

ダブルスキンと自然換気を併用したファサードシステムを生かすため
自然換気窓を季節に合わせて適切に制御

事務室

夏期：ダブルスキン内で縦に風を通し、熱を逃がす

基準階東面

夏期 冬期中間期

換気窓はダブルスキン部分と同等以上の
断熱性能を確保するため、断熱材を充填
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先導的提案③
Po l i cy4 自然エネルギーを利用したファサードシステム

ダブルスキンと自然換気を併用したファサードシステムを生かすため
自然換気窓を季節に合わせて適切に制御

事務室

中間期：ダブルスキン内の空気と外気が混ざらない区画された取り入れルートを確保

基準階東面

夏期 中間期 冬期
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先導的提案③
Po l i cy4 自然エネルギーを利用したファサードシステム

ダブルスキンと自然換気を併用したファサードシステムを生かすため
自然換気窓を季節に合わせて適切に制御

冬期：断熱性確保

事務室

夏期 中間期 冬期

換気窓はダブルスキン部分と同等以上の
断熱性能を確保するため、断熱材を充填
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富山市気候条件の分析とシミュレーションによる確認

自然換気シミュレーションによる換気回数の確認

富山市における外気温度
18℃以上26℃以下の年間風配図

自然換気可能な外気発生頻度

先導的提案③
Po l i cy4 自然エネルギーを利用したファサードシステム

昼間の卓越風を取り込むため、北北東に向けて換気スリットを設置
南北に長い執務室に対して北・東面に換気スリットを設置しで均斉度を高める
重力換気と換気スリットの併用によって、換気回数11 .3回/hを確保



基準階執務室の空調シミュレーション
（冷房時）

基準階執務室の内観イメージ

先導的提案②
Po l i cy1 建築デザインと融合した梁状設備一体型システム

ダブルスキンによるペリメーターレス化→均一で快適な室内環境を実現
設備を集約することで階高を抑えつつ天井高を確保→ホールライフカーボン削減

照明

空調

天井高=3,300（高天井部）
階 高＝4,000

防 煙 区 画 防 煙 区 画
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先導的提案②
Po l i cy2＆3 建築デザインと融合した梁状設備一体型システム

室内CO2濃度制御により外気導入量を調整
→冷暖房時のエネルギー消費を削減、快適な室内環境、執務者の健康性にも配慮

外気冷房によって中間期の空調負荷を削減、室内の換気効率を向上

照度センサーよって、省エネルギー及び室内の快適性の向上を図る

サーカディアン照明によって、時間帯ごとに最適な明るさや色温度を変化
→執務者の集中力や知的生産性を向上させる効果を促す

14

執務室の快適性と省エネ性を両立する外気量制御システム

RA

EA

OA
空調機

VAV

室内CO2
濃度制御

外気冷房制御
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エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル

先導的提案②
Po l i cy5 県産材や地元産業（アルミ・ガラス等）の多用
地産地消により省CO2化を図る 木材97㎥使用→炭素貯蔵量 -59 tCO2
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CASBEE-建築（新築）：Sランク BEE=3.1 ZEB Orientedの検討

CASBEE-建築、CASBEE-WOとZE B  Or i en tedの実現

2-1　総合評価 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ）

Rank: S 75.4 /100

S　ランク；★★★★★ ＞ 75
A　ランク；★★★★ ≧ 65
B+ランク；★★★ ≧ 50
B-ランク；★★ ≧ 40
C　ランク；★ ＜ 40

1

2

3

4

5

Qw2 

利便性向上

Qw3 

安全・安心性

Qw4 

運営管理

Qw5 

プログラム

Qw1 

健康性・快適性

CASBEE-WO：Sランク 75.4点

-42.7％

BEI=0.58
▼

2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャート） 2-2 ライフサイクルCO2 (温暖化影響チャート）

3.1

標準計算

* SDG1,2,10,14,16は他のゴールに集約されています

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般

的な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目安

で示したものです

2-3 建築環境SDGsチェックリスト評価結果

BEE = 

★C: ★★: -B★★★: +B★★★★A: ★★★★★S: 30%: ☆☆☆☆☆ 60%: ☆☆☆☆ 80%: ☆☆☆ 100%: ☆☆ 100%超: ☆

25

78 3.1

0 50 100

0

50

100

環
境

品
質

Ｑ

環境負荷 L

S A B+

B-

C

3.0

0.5

1.5 BEE=1.0

0 46 92 138

建設 修繕・更新・解体 運用 オンサイ ト オフサイ ト

100%

66%

66%

66%

①参照値

②建築物の取組み

③上記+②以外の

オンサイト手法

④上記+

オフサイト手法

）2 m・年/2CO-kg（

2.7 
2.3 
2.4 
2.3 
2.8 
2.2 
2.3 
2.7 
2.6 
1.8 
2.5 

2.6 3（保健）

4（教育）

5（ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ）

6（水・衛生）

7（ｴﾈﾙｷﾞｰ）

8（経済・雇用）

9（ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）

11（都市）

12（生産・消費）

13（気候変動）

17（実施手段）

15（陸上資源）

1 2 3

前提条件
1）一般比較標準建物（建築物省エネ法での基準値）

一次エネルギ消費量：1,264MJ/㎡・年
CO2排出量1,949ton-CO2/年

2）一次エネルギー換算係数：8.64MJ/kWh
3）CO2原単位：0.481kg-CO2/kWh（北陸電力、2023年）
4）延床面積：27,699.08㎡
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■これまでの取り組み
・SX推進部の創設
・ZEB店舗と木材利用促進
・オフサイトPPAによる
店舗等への再エネ電力の使用

・グリーン電力への切り替え
・カーボンニュートラルガスの導入

■本建物での取り組み
・ワークショップの開催
新本社ビル建設にあたり、「SDGs」「地域」「働き方」の
3グループにてワークショップを実施
新本社ビルを利用する行員の環境意識を高める

北陸銀行ZEB店舗

オフサイトPPAによる店舗等への再エネ電力の使用

カーボンニュートラルガス（森のチカラガス）

プロジェクト概要
北陸銀行における環境配慮に関する取り組み

ワークショップの様子



新千葉県立図書館・県文書館複合施設

提案者：千葉県

提案協力者：株式会社 日本設計

国土交通省 令和7年度
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2025年10月29日
第32回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
千葉県教育庁生涯学習課の井浦と申します。（自己紹介）

「新千葉県立図書館・県文書館複合施設」の計画概要と提案内容について説明します。




1プロジェクトの全体概要

東部図書館

県文書館

西部図書館

中央図書館

現在の県立図書館３館と県文書館の統合

住宅地

公園

計画建物

青葉の森公園の中に計画される県立図書館・県文書館

N

「文化保存」と「環境性能向上」という要素を両立させ
施設統合＋ZEB Readyという全国的にも希少な成果を実現した千葉県のチャレンジ

↓
新千葉県立図書館・県文書館

－背景－
■公共施設の再編・再構築が全国で進行中の中、千葉県立図書館・文書館も１つに統合
■文化情報資源の「知の創造と循環」の拠点となる施設
■「省エネ・集約・快適性・保存性」を一体で実現する先導モデル

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本プロジェクトは、全国で公共施設の再編が進む中、3つの県立図書館と文書館を1つに統合し、文化情報資源の「知の創造と循環」の拠点となる施設です。
既存施設の老朽化や耐震性への不安、分散管理の課題に対して、集約することにより機能性を高めながら、快適性向上や省エネルギーの実現を目指しました。
「文化保存」と「環境性能向上」を両立させ、「施設統合」と「ZEB Ready」という全国的にも希少な成果を実現した千葉県のチャレンジです。
敷地は、県立青葉の森公園内の「はらっぱ」と呼ばれている部分を選定し、公園の風景と環境に寄り添う図書館・文書館としました。
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・ 利用エリア は公園側に開き、 業務・保管エリア は北側に集約して外乱をおさえた、
明快なゾーニング

・ それぞれのエリアを大屋根や庇で、一体的につなげ、相乗効果を生み出す

公園

駐車場

里の森

全体ゾーニング図

プロジェクトの全体概要

－施設構成－

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、施設構成を説明します。

不特定多数の方が利用できる「利用エリア」は公園側に開き、職員が利用する「業務・保管エリア」は外乱を抑える北側に集約する、という明快なゾーニングとしました。
それぞれのエリアを象徴的な大屋根や庇で一体的につなげ、相乗効果を生み出しています。
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プリミティブな建築構成と
先導的技術の融合

キープラン

プロジェクトの全体概要

開口・外壁・庇が幾重にも纏う、多層で包む建築の構え

4

1 2

3

5

はらっぱの記憶に呼応する、公園の風景と環境をつなぐ
大屋根の建築

空気・風・光を調和させる、庇と天井の空間デザイン

公園の木漏れ日のような、空間体験をつなぐ
シークエンス

公園の風景を閲覧ゾーンへと導く、連続した
庇と天井

風景を公園へと導き、自然の開放性と閲覧の集中が
共存する環境を創出

－全体空間構成－

１
２

３

５４

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、全体の空間構成についてです。
左下のパースにあるように、「はらっぱ」の記憶に呼応する、公園の風景と環境に寄り添う大屋根が特徴的な建築です。
公園へ開いた閲覧空間と、資源を保存する書庫を大きな屋根により包みます。

アプローチからは、閲覧空間の大きなガラス開口、書庫を守る風合いのある外壁、そしてこれらをつなぎ、包み込む、庇が目に入ります。これらの要素が幾重にも連続する多層構成となっています。
エントランスから館内へ進むと、右下のパースのように、県産木材の天井や自然光に導かれ、穏やかなシークエンスが展開します。�まるで木漏れ日の中を歩いているような体験で、訪れる人々を迎え、やさしく空間をつなげます。
右中央の２階の閲覧空間では、深い庇が天井へと連続して伸び、公園の景観をゆるやかに屋内へ引き込み、あらゆる来館者の居心地のよさを実現します。
左上のパースは、3階から全体を見渡した様子です。連続する庇や天井意匠が、大きなワンルームの様々な場所における空気・風・光環境を適切に調和する空間です。
右上のパースにある公園側に開かれた３階閲覧席は、本施設の特等席で、公園の風景を取り込みながらも、庇や天井の構成により、まぶしさや熱環境を抑えています。

これらのプリミティブな建築技術と先端技術の融合デザインにより、居心地よく知を探究できる室内環境を実現しています。
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① 書庫の運用エネルギーを抑制する建築計画と空調システム

② 来館者の快適性・閲覧環境と省エネルギーを両立するシステム

③ 公共施設における再エネ利用を普及・促進する余剰電力活用システム

④ 木材利用による炭素貯蔵とオペレーショナルカーボンの低減の取り組み

普及段階にある個別省CO2技術の複合的な活用
積極的な建築と設備の統合デザイン

図書館・文書館として
求められる性能や機能

サステナブル
建築

プロジェクトの全体概要

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここからは、本プロジェクトで提案している省エネ、省CO2技術について説明します。
本プロジェクトは、図書館・文書館として求められる性能や機能に対し、普及段階にある省CO2技術を複合的に活用するとともに、建築と設備の統合デザインにより、サステナブル建築を目指しています。
図書館・文書館の代表的な空間である書庫と閲覧室に対して、それぞれの特徴を捉えた建築・設備計画を行いました。
また、室内に県産材を含む木材を多用し、公園の自然と連続する閲覧空間の快適性を高めました。
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恒温恒湿環境を維持しつつ省エネルギー化を図ることが施設全体の省エネに寄与する

①書庫の運用エネルギーを抑制する建築計画と空調システム

外断熱：110mm (XPS)

2FL

3FL

断熱材

書庫

PS

PS

小屋裏

外断熱：50mm
（EPS）

書庫廊下

廊下

勾配屋根太陽光発電パネル

庇

庇

天井スラブ

外断熱：30mm (XPS)

暖気を書庫空調再熱に利用

外断熱：80mm (XPS)

建築的な配慮

空調システムによる工夫

自然エネルギーの活用

（二重屋根）

書庫まわり断面図

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
はじめに、書庫の計画についてです。
本施設のような県立の図書館・文書館は、恒温恒湿環境が求められる書庫の比率が高く、書庫の省エネが施設全体の省エネにおいて重要なポイントとなっています。
まず、建築計画において、屋根を適切に断熱し、外壁も含めて二重化し、さらに外断熱により、負荷変動を抑えました。
二重構造とした小屋裏は、そこに溜まる暖気を書庫空調の再熱にも活用しています。
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一般的な書庫空調システムに対して、53%の削減（空調搬送消費電力）

建築的な配慮

空調システムによる工夫

自然エネルギーの活用

小屋裏の暖気

二重壁書庫書庫

AHU OHU

OA

再熱用熱回収

熱容量を確保することで
空調の間欠運転時の
書庫内温湿度を安定化

VAV VAV MD

VAVゾーン毎・二重壁空調の「間欠運転」

⇒ “止め方の工夫”

VAVゾーン

吹出口（天井）

吸込口（壁面）

①書庫の運用エネルギーを抑制する建築計画と空調システム

恒温恒湿環境を維持しつつ省エネルギー化を図ることが施設全体の省エネに寄与する

書庫空調システム概略図

書庫空気寿命分布図

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これまで一般的に、書庫は、温湿度環境の変動を恐れて24時間空調を行っていましたが、VAVゾーンごとのスイッチングによる間欠運転を可能な計画としました。
また、天井からの給気、壁面下部からの吸込みとして、制気口を適切に配置することにより、よどみを無くし、空気の流動性をしっかり確保しました。
これらの工夫により、安心して間欠運転を行い、書庫の省エネを達成できる仕組みとしました。
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日常における取組みが非常時の備えにもなるフェーズフリーな計画

文化保存施設に求められる蔵書・文書の保存

公共施設に求められる県民の安全確保

断熱性能の違いによる書庫の自然室温上昇
施設機能維持のための設備

水害

火災

地震

・
・
・

上下水

電力

通信

交通

インフラ

災害

必要機能 対応設備

耐震性

蔵書・
文書の
保存

空気質
の維持

トイレ
使用

免震構造

書庫断熱

開閉可能な窓

換気設備
温熱
環境の
確保

空調設備

雑用水供給

緊急排水槽

非
常
電
源
・
太
陽
光
発
電
利
用

執務環境

情報発信 サイネージ

蔵書・文書を
急激な変化から守る

①書庫の運用エネルギーを抑制する建築計画と空調システム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
書庫の断熱性能を高めることは、非常時の備えにもなり、フェーズフリーです。
本施設では、非常時に県民の安全を確保するだけでなく、文化保存施設として、貴重な蔵書類を守ることも求められています。
免震構造により耐震性を高めるとともに、書庫の断熱性能を高めることで、空調停止時の室温上昇を抑え、蔵書類を守る工夫を行っています。
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利用エリア

吸込口

2F

VAV VAV循環ファン（西面のみFCU）

書架 書架
閲覧席

閲覧席

FAN

3F

自然通風
（中間期）

閲覧席を陽圧とし、
上部の熱の流入を防ぐ

SA

自然通風
（中間期）

自然通風
（中間期）

居住域空調

大空間における来館者の快適性・閲覧環境の維持と省エネルギー性の両立

②来館者の快適性・閲覧環境と省エネルギーを両立するシステム

外気予冷予熱への地中熱直接利用

3F 閲覧席

2F・3F 利用エリア

赤外線アレイセンサー

TABS空調

床放射空調

閲覧席・利用エリア空調システム概略図

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、利用エリアについてです。
北側に集約して閉じた保管エリアに対して、利用エリアは公園側に開いた計画としています。
閲覧環境の構築もポイントで、来館者の快適性を維持しながら、省エネルギーを図ることが重要です。

3階閲覧席は、公園のビューを維持しつつ、深い庇が直達日射を遮ります。
天井を抑えた落ち着きのある空間とし、一方、2階書架エリアは、開放的で天井からやわらかい光が入る吹抜け空間としています。
これらの空間に適合しながら省エネルギーを実現するため、3階はTABS、2階は床放射空調とし、赤外線アレイセンサーによる制御を採用しています。
また、地中熱を利用して、空気質に配慮しながら、外気の予冷・予熱を行っています。
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① 公園の自然と連続する閲覧空間の快適性
② 自然採光・通風×ナッジデザインによる行動誘導
（手動開閉窓・サイネージ連携）

③ 天井意匠の最適化で視環境・快適性を両立

来館者の
ウェルネス実現

天井・壁の木質化

天井・壁・床・書架の木質化

木の温かみ・香り

換気適

換気不適

窓開けのきっかけづくり

開けたくなる窓

グレアを抑制した光環境

明るくて心地良い視環境

家具の木質化 床の木質化

グレア画像

明るさ検討画像

②来館者の快適性・閲覧環境と省エネルギーを両立するシステム

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
利用エリアでは、来館者のウェルネスを実現するため、五感に働きかける取組みを行っています。
内装から木の温かみや香りを感じられるようにし、公園からの風や音を感じられる手動の通風装置を設け、さらに、明るくて心地よい視環境を構築しています。
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公共施設における太陽光発電のオンサイト利活⽤を拡⼤する余剰電⼒活⽤システム

③公共施設における再エネ利⽤を普及・促進する余剰電⼒活⽤システム

熱源のバッファー

空調・躯体のバッファー

発
電
に
よ
る
余
剰
電
⼒

空気熱源
ヒートポンプユニット
（118kW・1台）

⽔蓄熱槽約80㎥
（冷⽔・温⽔切替）

3F TABS空調
（躯体熱容量の活⽤）

満蓄後も余剰電⼒がある場合、
3F床の躯体熱容量を活⽤

ピークカット・
低負荷対応への寄与0

10

20

30

40

50

9:00 11:00 13:00 15:00 17:00 19:00

消
費
電
⼒
量
[k
W
h]

時刻
電灯合計 動⼒合計

夏季（7/19）休館⽇

0

10

20

30

40

50

9:00 11:00 13:00 15:00 17:00 19:00

消
費
電
⼒
量
[k
W
]

時刻

冬季（1/17）休館⽇

電灯合計 外灯合計

発電電⼒ポテンシャル
（晴天時）

88kW

57kW

■ 建物内負荷合計 蓄電池建物内負荷合計 蓄熱運転書庫空調の間⽋運転

休館⽇余剰発電を空調の蓄熱技術で有効利活⽤

従来システムでの発電電⼒使⽤量 余剰電⼒活⽤による発電電⼒使⽤量
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木材ボリューム換算
：約430㎥※1（移植込み）

木質材料の採用
：約435㎥

元の敷地へ戻す
はらっぱ移植

移植

伐採

≒

※1:既存樹木投影面積をスギ森林に置換したボリューム

■木材利用による炭素貯蔵

敷地の既存樹木は、移植＋伐採

木材ボリューム換算

ほぼ同等の木材を採用

公園全体での継続的な炭素貯蔵を意図
※みなとモデル二酸化炭素固定認証制度
★★★認証（0.01㎥/㎡）の2倍以上

④木材利用による炭素貯蔵とオペレーショナルカーボンの低減の取り組み

J-CAT簡易版による算定結果

A1-3
25%

A4-5
3%

B1
2%

B2-5
35%

B6-7
34%

C1-4
1%

kg-CO2e/m2年
85.8 
（GHG）

34%

■オペレーショナルカーボンの低減

※注1） 2024年5月20日開催 ゼロカーボンビル推進会議主催 連続講座
「ホールライフカーボン評価の基礎知識」第3シーズン 講演資料

本プロジェクト計画値

一般的な新築建物※注1

（0.022㎥/㎡）

A1-3：資材
A4-5：施工
B1：使用（フロン）
B2-5：維持保全・修繕

・更新・改修
B6-7：使用（光熱水）
C1-4：解体

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、本施設ではホールライフカーボン低減についても取り組んでいます。
敷地整備にあたり、既存樹木の一部は、公園内の別の場所へ移植し、一部は伐採されました。
施設計画では、これらの木材ボリュームと同等の木質材料を採用し、公園全体での継続的な炭素貯蔵を図っています。
また、省CO2技術により、オペレーショナルカーボンを大幅に低減しています。
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建築と設備の統合デザインを積極的に行いCASBEE-建築（新築） Sランクの達成

建築環境総合性能評価

※自己評価

2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャー 2-2 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

3.2

標準計算

* SDG1,2,10,14,16は他のゴールに集約されています

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Q のスコア = 3.9
Q1 室内環境      Q2 サービス性能 Q3 室外環境（敷地内）

3.6 3.9 4.1

LR　環境負荷低減性 LR のスコア = 4.1
LR1 エネルギー      LR2 資源・マテリアル LR3 敷地外環境

4.3 4.2 3.7

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容
を、一般的な建物（参照値）と比べたライフサイクル
CO2 排出量の目安で示したものです

2-3 建築環境SDGsチェックリスト評価結果

BEE = 

C: ★★: -B★★★: +B★★★★A: ★★★★★S: 30%: ☆☆☆☆☆ 60%: ☆☆☆☆ 80%: ☆☆☆ 100%: ☆☆ 100%超: ☆

22

73 3.2

0 50 100

0

50

100

環
境

品
質

Ｑ

環境負荷 L

S A B+

B-

C

3.0

0.5

1.5 BEE=1.0

0 46 92

建設 修繕・更新・解体 運用 オンサイト オフサイト

100%

62%

62%

62%

①参照値

②建築物の取組み

③上記+②以外の

オンサイト手法

④上記+

オフサイト手法

）2 m・年/2CO-kg（

3.6 3.7

3.1

4.3

1

2

3

4

5

4.0 3.9 4.0 

1

2

3

4

5

3.0 

5.0 

4.0 

1

2

3

4

5

5.0

4.0
4.2

4.0

1

2

3

4

5

4.0 
4.2 4.3 

1

2

3

4

5

4.5 

3.6 

3.0 

1

2

3

4

5

音環境 機能性 生物環境
耐用性

・信頼性

対応性

・更新性

まちなみ

・景観

地域性・

アメニティ

Q3のスコア=Q2のスコア=Q1のスコア=

温熱環境 光･視環境 空気質環境

水資源

保護

非再生材料の

使用削減

LR3のスコア=LR2のスコア=LR1のスコア=

汚染物質

回避
建物外皮の

熱負荷
自然エネ
ルギー

設備システ 効率的
地球温暖化

への配慮

地域環境

への配慮

周辺環境

への配慮

2.7 

3.0 

2.6 
2.9 

2.8 
2.9 

2.8 

2.8 

2.7 

2.4 
2.8 

2.8 3（保健）

4（教育）

5（ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ）

6（水・衛生）

7（ｴﾈﾙｷﾞｰ）

8（経済・雇用）

9（ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ）

11（都市）

12（生産・消費）

13（気候変動）

17（実施手段）

15（陸上資源）

1 2 3

■使用評価マニュアル： 使用評価ソフト：CASBEE-建築 (新築 )2021年SDGs対応版_追補版 CASBEE-BD_NC_2021SDGs(v 2.3.5)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これらの取り組みにより、CASBEE建築の自己評価では、Sランクを達成しました。また、SDGsチェックリスト評価においても、最高ランクを達成しています。
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県立図書館としては稀なZEB Ready認証を取得

BELS認証

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
実施設計完了時点でBELS認証も取得しており、多くの省CO2技術の採用と、建築と設備の統合デザインにより、県立図書館としては稀なZEB Readyを実現しています。



集約化し高機能・高性能化する公共施設のリーディングモデルとなって
提案技術を実現し、事後検証結果とともに情報発信をしていくことで

全国の自治体への普及に貢献していきたいと考えています

ご清聴ありがとうございました

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
本施設はまもなく着工し、2029年度中には多くの来館者をお迎えする予定です。
今後は、集約化し、高機能・高性能化する公共施設のリーディングモデルとなって提案技術を実現し、事後検証結果とともに情報発信をしていくことで、全国の自治体への普及に貢献していきたいと考えています。
ご清聴ありがとうございました。



ミクニ かなめプロジェクト

提案者名

株式会社ミクニ 大石敦彦

提案協力

株式会社小堀哲夫設計事務所

国土交通省 令和7年度
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2025年10月29日
第32回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム
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① プロジェクト全体概要

ミクニの100年のあゆみとこれから

グループ全体での「2050年カーボンニュートラル」を宣言
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① プロジェクト全体概要

小田原事業所では2030年にゼロカーボン開発を達成

未来へと続く持続可能な開発の“かなめ”になる
基本構想時のマスタープラン

余剰電力
を供給



©2025. All Rights Reserved

5

① 建物・概要

所在地：神奈川県小田原市 用途：事務所 ３F建て、延床面積：4,850㎡

自動車部品などの開発・製造を手掛ける企業の新しい研究棟建設プロジェクト。
計画地は里山や水辺に囲まれた自然豊かな環境に位置し、周囲には地下水が湧き出している
ため、豊かな水資源と生態系が自然と人間の共生の基盤となっている。これらの自然資源と土地
の潜在能力を最大限に活かすことを目的としている。
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目次

① プロジェクト全体概要

② 建築概要と環境配慮の趣旨

③ 主な省CO2技術の特徴

④ ホールライフカーボンについて
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自然環境と共生する、循環拠点としての立地と建築

自然資源のポテンシャルを最大限に活かす計画とする

② 建築概要と環境配慮の趣旨
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ヘリテージとしてのサーキット

交流と創造を促す象徴的な新たなサーキットをつくる

② 建築概要と環境配慮の趣旨

敷地内に整備されたテストコース

バンクを走り抜けるテストライダー

歴史のサーキットと
呼応する建築形状

歴史のサーキット
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② 建築概要と環境配慮の趣旨

Circle

Circuit

Circular

→ 時代・人・地域をつなぐ「円環」,「つながり」の象徴

導き出した小田原事業所のキーワード

3つのキーワードをもとに建物の構想を進める

→ 創業100年の技術と知の積み重ねを未来へつなぐ

→ エネルギー、資源、そして人のつながりを循環させる
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② 建築概要と環境配慮の趣旨

経営層・社員・設計者が一体となるWSを開催

「対話」と「共創」のプロセスを建物にフィードバックする

模型などを用いて理想とする働き方やオフィス空間などについて議論する
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スキップフロア、吹き抜け、スロープからなる“サーキットフロア”

自由な動線と見通しの良さがコミュニケーションを誘発し
インスパイアやひらめきの基点となる空間を構築している

② 建築概要と環境配慮の趣旨

偶発的な出会いや交流を
促し創造性と発想を生む

形状を活かし、集中と
協創の空間を両立させる
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水・光・風・緑など自然を感じるオフィス
② 建築概要と環境配慮の趣旨

1F中央吹き抜けの様子

心地よさと創造性を育む環境装置としての空間
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環境的な取り組みが分かりやすい外観
② 建築概要と環境配慮の趣旨

建物南道路側からの外観

環境配慮型オフィスの外観デザインとすることで
企業の姿勢を象徴する“シンボル”としての役割を果たす

直射日光を遮る庇

ウィンドキャッチ

トップライト

景観に配慮した緑化計画
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① プロジェクト全体概要

② 建築概要と環境配慮の趣旨

③ 主な省CO2技術の特徴
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③ 主な省CO2技術の特徴

人・植物・大地の新しい循環を作る



©2025. All Rights Reserved

16

③ 主な省CO2技術の特徴

人にとって…
・居場所を選択できる

ゆるやかな環境
・グリーンビューによる

ウェルネス・知的生産性の向上
・植物による日射抑制

植物・大地にとって…
・生育に適した

トップライトからの自然光
・大地との接続による

土壌の健康維持
・地下水の還元による

水資源の循環



©2025. All Rights Reserved

17

③ 主な省CO2技術の特徴

豊富な井水の多段階の熱・水利用による
省エネルギー1.

井水揚水ポンプ

井水受水槽

井水貯水池

・敷地内の様子
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③ 主な省CO2技術の特徴

豊富な井水の多段階の熱・水利用による
省エネルギー

敷地内にこんこんと湧き出る1,000[l/min], 17[℃]の地下水を
・水熱源ヒートポンプ空調・放射空調・クールピットのプレクールに熱利用
・熱交換後の井水は潅水・雑用水など様々な用途にカスケード利用

1.
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③ 主な省CO2技術の特徴

トップライト／シェード形状による
環境のフィルタリング／ハーベスティング2.

トップライトの位置が分かる
CG

・トップライト木梁ルーバーで執務エリアに拡散光・植物に直達光を届ける
・上部にたまった熱は中間期は重力換気の駆動力とし、冬期は暖房利用

屋根に設けたトップライト
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③ 主な省CO2技術の特徴

トップライト／シェード形状による
環境のフィルタリング／ハーベスティング2.

・各面・各階のシェードにより夏期の日射遮蔽
・中間期は自然風を効果的に取り入れるウインドキャッチャーとしても活用
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③ 主な省CO2技術の特徴

建具開閉による自然換気と
半屋外空間の柔軟なエリア制御3.

・可動建具を設け、重力換気・水平換気の双方に対応可能な仕様
・利用者が積極的に環境調整に関われるしつらえとし、熱的許容度を高める

開閉可能な可動建具
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③ 主な省CO2技術の特徴

人と植物の双方にとって
快適な環境の実現4.

・光合成特性に基づくシミュレーションにより、植物の配置と種類を選定
・自然光スペクトルに近い照明を導入し、一般照明と併用することで、

植物と人の双方の活動に適した光環境を創出
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ホールライフカーボンを削減する具体的な取り組み例
④ ホールライフカーボンについて

無理のない構造＋木質構造の積極的な採用により
ホールライフカーボンの大幅な削減を実現

項目 計画案 比較用標準案
スパン 7.4m 10.36m
階高 3.6m 4.2m
耐震ブレース 木質座屈拘束ブレース 鉄骨ブレース
屋根水平構面 木ブレース RCスラブ

鋼材 鉄骨全般：電炉材
主構造：高炉材
二次部材：電炉材

コンクリート
地下：高炉セメントB種
地上：普通ポルトランドセメント

躯体全般：普通ポルトランドセメント
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ホールライフカーボンの削減量
④ ホールライフカーボンについて

比較用標準案に対し
ホールライフカーボンを約25%削減

計画案 比較用標準案
（参考）

ケーススタディ
事務所用途平均値

-25%
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ご清聴ありがとうございました



立命館衣笠キャンパス

デザイン・アート学部・研究科（仮称）施設
整備事業

提案者

学校法人 立命館

提案協力者

株式会社 竹中工務店

国土交通省 令和7年度
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2025年10月29日
第32回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム
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計画概要

所在地

キャンパス面積
階数
延床面積
構造
工期

・日本有数の文化都市京都に発祥し、長い歴史を有する立命館大学衣笠キャンパス
・本格的かつ独創的なデザイン・アートの教学拠点の設置にあたっての新学舎の建設計画
・「インプット－アウトプット」の循環を促すように、ワンルーム学舎として学びにおける
偶発性と相乗効果を加速させ、一人ひとりのクリエイティブ思考を深める

龍安寺

金閣寺

立命館大学 衣笠キャンパス
至京都駅

★

計画地

衣笠キャンパスの立地 デザイン・アート新棟パース
：京都府京都市

(第一種住居地域)
：約125,700m2

：地上2階地下1階
：約2,800m2

：S，SRC造
：2025年12月－2027年1月
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主要省エネ・省CO2要素技術

主な省エネ・省CO2技術と取り組み

空間センサとCO2センサによる
外気導入量可変システム

既存建物から分電盤を再利用

室外機放熱外気にクールピット利用
高効率PAC空調機の全面採用

外調機

全熱交換器付外調機＋
室外機一体型外調機
によるカスケード熱回収システム

低搬送動力・ダクトレス両面空調 高断熱外皮
(Low-Eガラス＋35mmウレタン断熱）

セントラルダクトと温度差換気効果を
利用した上下温度差制御システム

クールピット

潜顕熱分担可変型空調システム

：補助対象工事

発表のフロア

製作のフロア

クラウドによる施設の遠隔監視・制御と
エネルギーモニタリングシステム

内装材最小インテリア

第二種換気システム

空間センサによる
照明目標照度可変システム分散VAVによる気流変動制御システム

学びのフロア

屋外アートスペース

▼B1FL

▼1FL

▼2FL

①省エネルギー化と住宅地での外部環境配慮を両立する空調システム

②健康と知的生産性を向上させる、先進的空調システム

③普及性の高いエンボディドカーボン削減・省エネルギーシステム

クリエイティブ思考を深め、脱炭素社会を実現する環境配慮型学舎

文化都市・京都 × 独創的なデザイン・アートの教学拠点
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①省エネルギー化と住宅地での外部環境配慮を両立する空調システム
潜顕熱分担可変型空調システム

顕熱処理
＋

潜熱処理
（補助）

潜熱処理
（追掛け運転）

除湿器

潜熱処理
＋

顕熱処理
（補助）

高効率
PAC空調機

センシングにより風量（=潜熱処理量）可変

居室

外調機

除湿器
PAC空調機

外調機

除湿器

顕熱 潜熱 顕熱 潜熱

夏期ピーク時の負荷分担 低温高湿時(梅雨)の負荷分担

・直膨外調機+高効率PAC空調機＋除湿器 による、潜顕熱分離処理
→外調機は一部再熱仕様、13℃低温送風で確実な除湿＋地階は除湿器設置
・厳しい外部環境に対し、これからの学び舎にふさわしい室内温湿度環境を維持
→潜熱・顕熱発生割合に関係なく、シンプルな構成・制御で安定した温熱環境を維持

外気処理空気

※地階のみ

13℃送風

SOA

※他室系統へ

RA

※他室系統へ

外気
人体発汗・呼吸

外皮・外気
人体発熱
照明・OA

潜熱顕熱

季節変動

滞在人員による

直膨外調機

直膨外調機

PAC空調機
PAC空調機
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①省エネルギー化と住宅地での外部環境配慮を両立する空調システム
室外機一体型直膨外調機+クールピット利用の低騒音・カスケード熱回収システム

オールフレッシュ熱回収外調機
35℃

32℃

35℃

50～60℃
圧縮器排気

カスケード熱回収

外気より温度条件の良い
全熱交排気で圧縮機運転

全熱交換器

クールピット

MD

圧縮機
圧縮機・放熱コイル内蔵

INV

INV

INV

INV

OA

EA

OA

排気量・温度条件により
クールピット外気で圧縮器運転

MD

機械室

SOA

放熱OA

RA

SOA

放熱EA

MD

居室

①

②’

③

32℃
②

・閑静な住居地域に対して、極力室外機や吸排気を外部に出さない計画
・全熱交換器付直膨外調機を中心に、カスケード熱回収を実現 ①→②→③
・クールピットを介して全熱交換器の排気を直膨外調機コンプレッサー放熱用に利用
常に外気より2~3℃低温の給気で高COP運転

→全熱交換器：圧縮機容量減 オールフレッシュ外調機：圧縮機室内置き
屋外の騒音発生源＝室外機を最小に抑え、密集地周囲環境に配慮

全熱交換器付直膨外調機 室外機

全熱交＋カスケード
熱回収で
室外機最小化

カスケード熱回収概念図
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①省エネルギー化と住宅地での外部環境配慮を両立する空調システム
空間センサによる照明目標照度可変制御

空間センサ

画像認識で人検知
(人員レベルカウント)

照度検知

目標照度：500lx

昼光

在室時

不在検知

照度検知

目標照度：200lxに変更

空間センサ

不在時

・センシングにより昼光・人員の両方を検知
・調光照明との組み合わせにより、在室状況で目標照度を変更
→視環境を損なわずに省エネルギー化が可能
・段調光によって外部に対する漏れ明かりの変動を緩やかにすることで、密集地における
周囲への光環境配慮を実施
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➁健康と知的生産性を向上させる、先進的空調システム
吹き抜け空間の垂直温度制御

垂直温度差制御なし（夏期） 垂直温度差制御あり（夏期）

上部・下部の温度差を
エネルギーレスで緩和

16

30

26

20

温度[℃]

・ワンルーム型の開放的な空間構成のデメリット→吹き抜け部の垂直温度差
・セントラルダクトにより全階に接続している外調機風量を上下階で可変
・空気の温度差による換気効果によって夏期・冬期も高効率に上下温度差を解消
学び舎にふさわしい快適な温熱環境維持を行う

夏期(冷房時)垂直温度シミュレーション結果

▼2FL

▼1FL

▼B1FL

RASO
AOA

EA

冷
房
時
エ
ア
フ
ロ
ー

全熱交換器付直膨外調機

TH

TH

TH

TH

TH

TH

各所の無線センシング機器により
VAV風量を可変制御

冷房時は上部風量→増加
下部風量→減少

風量大

風量小

風量小

風量大

▼2FL

▼1FL

▼B1FL

RASO
AOA

EA

暖
房
時
エ
ア
フ
ロ
ー

全熱交換器付直膨外調機

TH

TH

TH

TH

TH

TH

風量大

風量小 風量大

風量小

夏期(冷房時)SOA→RAエアフロー 冬期(暖房時)SOA→RAエアフロー

暖房時は下部風量→増加
上部風量→減少

機内バイパスダンパ
にて空調立上アシ
ストも可能
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➁健康と知的生産性を向上させる、先進的空調システム
分散VAVによる気流変動制御システム

① ② ③ ④

VAV風量を時刻変動

CO2センサ

空間センサ

人員レベル＋CO2濃度から
外気量を決定

VAV

画像処理による
人員カウントにより
在室人員の急変に対応

中央監視へ

分散VAV＋風量時刻変動
低風量時も適度な
気流感を創出

SOA

・小型VAVを吹出口1対1として分散配置
→新鮮外気のVAV最小風量下限値をより低風量に設定できるように計画

CO2濃度と人員カウントにより、不在時に外気導入量を最小化することが可能
・室内への給気をVAVごとに時刻変動、低風量時も適度な気流感を生み出し、
各制気口からの新鮮外気到達距離を確保することが可能

分散VAVによる気流時刻変動
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③普及性の高いエンボディドカーボン削減・省エネルギーシステム
二重床を利用した低搬送動力・ダクトレス両面空調システム

パンチングパネル＋中温吹出に
よる空気式放射空調

二重床を利用した
上下階へのダクトレス空調

上階

下階

床吹出口

床吹出口

空調給気

RCスラブ

・吹き抜け上部のオープン教室：OA対応と空調チャンバーを兼用した二重床を計画
・二重床上下階への両面チャンバーとし、ダクトレス空調として金属材料を削減
・下階への空調はパンチング金属材からの染み出し方式とし、吹き抜け空間の一部に
ドラフト感のない環境を創出

床面からの下吹出イメージ 床面からの上吹出イメージ

オープンスタジオ
オープンスタジオ
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そのほかの要素技術と環境性能

■その他の省CO2化取り組み
・キャンパス内の改修工事で発生した余剰分電盤を再利用 →エンボディドカーボン削減
・中央監視クラウド、遠隔監視 →オペレーショナルカーボン削減につなげる

■環境性能評価
・基本設計時 BEI＝0.43（太陽光発電除く）→ZEB Ready達成水準 BELS認証取得予定

空調 高効率PACエアコン、全熱交換器採用、ファンINV制御
カスケード熱回収、クールピット熱回収、外気冷房

換気 CO2濃度制御、自然換気制御

照明

給湯

昼光制御、在室検知制御、初期照度補正

保温厚強化

外皮 Low-E複層ガラス、開口最小化、断熱強化

・CASBEE Sランク達成水準 IBECs認証取得予定

性能検証のためのセンサ類を設置
学会等へ竣工後の性能検証を対外公開し、社会へ発信予定



ご清聴ありがとうございました



亀喜工業新本社

提案者

亀喜工業株式会社

提案作業協力者

株式会社竹中工務店

国土交通省 令和7年度
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2025年10月29日
第32回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム



プロジェクト概要

既存本社から移転し、本社オフィスの新築を計画

• 次世代の社会ニーズと従業員の働き方改革を見据えた本社機能と環境性能の充実

• 業態の拡大にあたっての人材確保に資する職場環境の確保

• 商社支店としての効率的な物流拠点の構築

亀喜工業株式会社の本社移転プロジェクト

 企業精神の体現と魅力の発信を担う『人材拠点』

 社内外のつながりを創出・強化する『交流拠点』

 工業製品専門商社としての機能性を確保した『物流拠点』

1

亀喜工業株式会社について

• 産業用ゴムやエンジニアプラスチック、配管関連機器、搬送ベルトなどの工業資材を主軸に販売

• ゴム・樹脂製品の加工といった、顧客企業の多様なニーズに応じた製作対応

• ファクトリーオートメーションシステムの設計から施工工事までの一貫請負



建築概要

■建物概要
敷地面積：991.83㎡
延床面積：2,442.78㎡
建物用途：事務所
建物規模：地上4階建
構造：S造
竣工：2027年10月予定

2



建築概要

STOCK

OFFICE REFRESH

CONFERENCE

LIVE MEETING
&

CO-WORK

MACHINE & PV

PARKING & TRACK YARD

OFFICE

社内外のつながりを創出・強化する『交流拠点』
 協業を促進させるライブミーティングエリア
 社員同士の交流を促すコワーク・リフレッシュエリア

企業精神の体現と魅力の発信を担う『人材拠点』
 ABWや事業の多角化等、将来的な働き手の変化にも対応
 新規人材獲得に関わる企業アピール
 サプライチェーンに貢献する建物環境性能

工業製品専門商社としての機能性を確保した『物流拠点』
 効率的なひととモノの移動を実現する機能的配置と内外動線
 駐車スペース・倉庫面積の最大確保とオフィス環境を両立させる架構計画
 災害発生時においても製品とオフィス機能を守り、迅速な復旧を可能とする事業継続計画

3

■建物プラン



提案概要

太陽光パネルによる電力供給と非常時のBCP対策

明るさセンサを利用した照明昼光制御

電気自動車から建物送電し
非常時のBCP対策（V2Xシステム）

全熱交換器の採用
CO2濃度による換気風量制御

事務所排気のカスケード利用 空調機の兼用システム

吹抜を活用した自然換気、自然採光
吹抜上部の熱だまり利用

放射+床吹き出しによる居住域空調

高効率設備機器の採用

■低コストでZEB-readyを達成させる設備計画

非居室の2階倉庫空間を活用して3階オフィスを空調・換気に利用することで省エネルギー化、3階オフィス空間の意匠性向上

吹き抜け、バルコニーを利用した積極的な自然エネルギー利用（自然採光、自然換気）

既往の技術を効率よく使うことで低コストでZEB-readyを達成

4



設備計画

床輻射空調 排気のカスケード利用

DS

2F倉庫

3Fオフィス

OAダクト
RAダクト

床吹出

SAダクト
HEX/OPAC

倉庫をダクトスペースとしてオフィス用の機器を設置
床輻射空調オフィスにおける快適性、省エネ性、意匠性を向上

天埋PAC

DS

2F倉庫

3Fオフィス

SAダクトRAダクト

4Fオフィス

居住域を効率的に空調＋快適性向上

フィルムダクト式
床放射冷暖房システム

オフィスの排気を2F倉庫へカスケード利用
換気動力の低減を図る

■2階倉庫を活用した設備計画①

5



設備計画

空調機の兼用

2F倉庫

3F研修室

2F倉庫

3F研修室

PAC PAC

研修室利用中

倉庫作業中

研修室未利用

MD

空調
RC

MD切替
SW

空調
RC

MD切替
SW

空調
RC

MD切替
SW

空調
RC

MD切替
SW

ON

ON

OFF

OFF

MD

MD MD

■2階倉庫を活用した設備計画②

倉庫のタスク空調

• 倉庫エリアを全面空調せずにタスク空調とするこ
とで省エネルギーを図る

• 倉庫のタスク空調用室内機と上階の研修室の空調
と共用することで、イニシャルコストを抑える。

倉庫エリア
PAC

スポット空調エリア

研修室使用、倉庫作業なし時

6

倉庫未使用中

研修室非使用、倉庫作業中



自然エネルギー利用

外光に合わせて
調光制御

熱だまり

エントランス

吹抜け

上昇気流

1F

2F

3F

4F

温度センサ

• 上下温度差を利用して自然換気を促進する
• 冬季は上部の熱だまりを下階へ循環させ、空調負荷
の軽減を図る。

• 明るさセンサを使用した調光制御
により日中の照明負荷低減

■吹抜利用、自然エネルギー利用

積極的な自然エネルギー利用 吹抜け上部熱だまりの再利用

• 吹抜けを利用した自然換気
外部温度と降雨計のデータにより
吹き抜け上部の電動窓を開放

• 吹抜け上部の窓からの自然光利用
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その他取組み①

高COP型の空調室外機・全熱交換器 CO2濃度による換気量制御

省エネ性能の高い設備機器を採用 室内空気のCO²濃度によって換気量を自動で切り替え
必要以上の外気導入を抑える

電気自動車

充電器
PCS

蓄電池

太陽光パネル

一般
負荷

充放電 充放電

太陽光発電＋電気自動車蓄電池利用

太陽光発電の系統連系、営業車のEV化を推進
非常時の電源供給にも利用可能

電力見える化、エネルギー計測

建物全体のエネルギー使用量を計測し
見える化することで、効果検証および運用後の建物管理
に利用する。

8

給気

排気



その他取組み②

外皮
Low-e複層ガラスの採用外皮の断熱性向上

• 日射負荷の高い南面、西面に開口部を極力設けず、
外壁からの負荷を低減する計画。

• 屋根面の断熱の厚みを増すことで、
屋根・ピロティからの負荷を軽減する。

• 庇、ブラインドにより日射遮蔽を行い、空調負荷を軽減する。

• 断熱性の高いlow-e複層ガラスを全面的に採用

建物外皮の性能指標
BPI=0.56を実現(自主評価)

WELL-Beingの向上
自然を感じるバルコニーの設置 リフレッシュスペース等、共用空間の利用

9



環境性能

■BEI=0.50(再生可能エネルギー込みで0.47) (自主評価)

BELS★★★★★★

■CASBEE建築(新築) BEE=3.1(自主評価)

Sランク

10
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11

ご清聴ありがとうございました。



脱炭素志向型
高層集合住宅プロジェクト

東急不動産株式会社

国土交通省 令和7年度
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2025年10月29日
第32回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム
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プロジェクト概要

■案内図

「手入れしながら長く使い続ける」
次世代のスタンダードとなる環境施策を施した分譲高層マンション

＜建物概要＞
・建物名称：千代田区三番町計画
・所在地：東京都千代田区
・用途：共同住宅
・延床面積：31,268.55 ㎡
・住戸数：130戸
・階数：地上13階／地下２階
・設計：株式会社日建設計
・施工：未定
・着工：2025年11月（予定）
・竣工：2029年8月末（予定）
・住棟全体BEI：0.74（再ｴﾈ除く）
・住戸平均BEI：0.50
・住戸平均UA値：0.28

市ヶ谷
駅

半蔵門
駅

本物件
駐日ローマ法王庁大使館跡地
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取組概要

運用時のCO2排出量実質ゼロを目指すとともに、
長寿命化およびリサイクル資材等の活用によるLCCの低減を計画
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脱炭素志向型住宅：高い環境性能と運用時のゼロエミッション化

• GX志向型住宅を上回る高い環境性能（断熱等級6・7、住戸平均BEI0.50程度（概算）)
高断熱化とともに、高効率エアコン、ヒートポンプ式温水床暖房、エコキュート、全熱交換器等の省エ
ネ設備を導入

• 再エネ電力契約による運用時のCO2排出量実質ゼロを目指す
建物全体をオール電化とし、共用部は再エネ電力メニュー契約、専有部は再エネ電力メニュー（東京ガ
スさすてな電気）の契約を購入者に推奨

• 駐車場の全区画にEV充電設備を整備
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入居者専用アプリの機能強化により、省エネ啓発を実施

• BRANZ SUPPORT APPの機能
 住まいと暮らしの様々な情報・サービスをひと

つに
 ホームオートメーション（エアコン・床暖房

・湯張り・施錠）
 エネルギー使用状況の可視化・省エネアドバ

イス機能

ランキング形式で自分の成績が確認できる

ランキング上位の住戸や、自分の住戸のエネ
ルギー消費状況や、CO2排出量を確認でき、
さらなる節電行動の意欲に

目標設定することで通知メールを受け取れる
使用料金または使用量を事前に設定し、その金
額になったら指定のアドレスへメールが届く！

共用部
利用予約

ホーム
オートメーション

お問い合わせ
一覧

住戸内設備
取扱説明書

エネルギー
使用状況

宅配ロッカー
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自然エネルギー利用とLCP強化①

• インフラ寸断発生から72時間の機能維
持

 インフラ寸断発生から72時間を災害時のター
ゲット

 共用部・専有部において給排水・電源確保に
関する機能維持

各住戸でトイレ利用可能とする。
また、共用トイレ1箇所を災害時用トイ
レとして使用可能とする。

エントランスホール・共用廊下他の電
源確保。

ウォシュレットNG
洗浄可能
専有部：手ぐみ
共用：給水ポンプ（雨水利用）
コンセント、照明

発電機負荷で
空調機、照明1/3、
コンセント
1箇所程度
太陽光発電で一部照明

1

2

3 住戸内の一部電源確保。
発電機負荷・蓄電池で
供給

住人への周知方法
・災害時対策マニュアルを作成
・アプリにも掲載、どこでも閲覧可能

雨 水 利 用 常 時 貯 留 槽

1 F

2 F

3 F ～ 1 3 F

共 用 ト イ レ

住 戸

貯水ヘッダー36Lx2台

貯水ヘッダー36Lx2台

エコキュート貯湯槽に よる雑 排 水 の 確 保貯水ヘッダーによる飲料水の確保

P I T 階

バ ケ ツ 汲 み 流 し 込 み 等

洗 浄 水 に 利 用 可 能

雨 水 貯 留 槽

住 戸

3 7 0 L

ろ 過

排水調整槽に よる排 水 の 貯 留

排 水 本 管給 水 本 管

M

M

3 7 0 L

排 水 調 整 槽

排 水 被 害

給 水 被 害

※ 雨 の 無 い 時 期 は 上 水 補 給

• 非常時給水計画
 省エネ設備であるエコキュートの貯湯槽に

よる雑排水の確保
 各住戸に設置する貯水ヘッダーによる飲料

水の確保
 雨水貯留槽+給水ポンプ（非常用電源供給

）による共用トイレの雑排水確保
 排水調整層による排水の貯留先も確保
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共用部保安照明

太陽光発電 蓄電池

自然エネルギー利用とLCP強化②

非常時の電源供給計画
（共用部）非常用発電機＋太陽光発電＋蓄電池
 ELV、エントランスホール空調、各エリア照明（

減灯）、非常用コンセント等へ非常用発電機から
供給

 一部共用部の保安照明について太陽光発電+蓄電
池システムから供給

（専有部）各戸蓄電池+非常用コンセント
 各戸に6.5kW～9.8kW以上の蓄電池を設置
 住戸内から接続可能な各戸宅配ボックス内

に共用非常用発電機から電力供給されるコ
ンセントを設置
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省エネ性・断熱性能の向上と快適性・健康性の両立

• （共用部）サーガディアンリズム照明と床チャンバー空調による快適性・健康性の向上
1階の共用エントランスホールにて採用

• （専有部）外断熱による健康リスク低減と室内環境の向上

従来 空調 テ

天井カセット型エアコン

 上下温度むら、気流不快感、
問題が発生

 高天井空間においては、空
調容積が大きくなるため、
エネルギー効率が悪い

低温度の熱で床から空調

 足元を快適にすることで特に
冬期の 快適が大幅に向上する
ことで、設定温度の緩和が可能

 居住域のみをターゲットとする
ため、空調対象容積が小さく省
エネ

 生態リズムに沿ったエントランス照明
 帰宅時は暖色で迎え、睡眠の質向上をサポ

ート
 調光制御により省エネ

 居住域の快適性確保
 設定温度緩和による省エネ

 外断熱工法を採用することで躯体の蓄熱効果を高めるとともに、室内壁面の露
点温度が上がることで結露を発生しにくくする

従来の空調システム 床下空調システム
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長寿命化や資源再利用によるホールライフカーボン低減

• リサイクル資材および既存資材の利活用
 アルミサッシ（通常製品より製造時CO2 75%削減）をはじめとした各種リサイクル資材・FSC認証材の活用
 既存敷地環境を継承した既存景石リユースと既存樹の保全・活用

• 長期修繕計画の長期化による環境負荷
・修繕費用低減

 外断熱工法による外側からの躯体保護で躯体を
長寿命化（内断熱工法に比べ約３倍）

 屋上アスファルト防水等において長寿命の製品を
採用

• 外断熱によってコンクリートの中性化の進行を抑える

• 外断熱の維持管理方法は内断熱と同等

キッチン

LD

BR BRBR

バルコニー

効率
井カセット型
アコン

収納面材

アルミサッシ

キャビネット キッチン面材

収納面材

木製建具

鉄筋腐食
開始まで
約180年 約65年

外断熱の場合 内断熱の場合





あおもり発の積雪寒冷地型住宅
最適化プロジェクト

提案者名 あおもりＧＸ住宅ビルダーズ

国土交通省 令和7年度
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2025年10月29日
第32回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム
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提案背景（今日に至るまで）

平成11年省エネルギー基準（次世代省エネ基準）から冬の寒さをしのぐため、
高気密高断熱住宅の普及に取組み

青森県は

・地元工務店や住民の高気密高断熱住宅に対する理解がある

・結露やカビの発生リスクに対応するため気密性能が高い

・県民は断熱性能にはコストをかける傾向（最低等級５以上）

・地元工務店による高気密高断熱化の施工能力は高い

よって

その結果
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提案課題（最近見えてきた課題）

一方で
・近年の物価高騰により県民所得に対して住宅価格のミスマッチ

・多雪地域が多いので太陽光などの再エネ活用意識は弱い

・断熱にコストをかける一方で木材は安い外材の利用が主流

現状課題
・価格と所得のミスマッチにより断熱性能（等級６）を検討しづらい

・太陽光発電など家庭部門での再エネ利用が進まない

・県産木材の地産地消型循環サイクルが進まない

さらなる省Ｃｏ２化が進まない傾向
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提案課題（課題に対してどう取組むか）

課題解決に向けて考えること
課題① 断熱等級に依存しない住宅性能の立証

課題② 太陽光発電設備の実績稼働データ取得

課題③ 県産木材の使用樹種等のデータ取得

最終目標
・積雪寒冷地における再エネを考慮したＢＥＩの算出

・ホールライフカーボン削減を実現する地産地消型住宅のモデル化

省Ｃｏ２化を図る「あおもり発の積雪寒冷地型住宅最適化」が必要
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提案課題への対策①（目標値の設定）
課題への対策として２０２５年３月「あおもりリビングスタイルガイドライン」を策定し、

青森独自の省エネ住宅基準「あおもりGX住宅」を設定

あおもりGX住宅
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提案課題への対策②（プラットフォームの設置）
「あおもりGX住宅」を普及するために、２０２５年６月に県内企業や関連団体による

プラットフォームを設置（10月時点で計81団体参加 ビルダー5８社、サポーター２3社）

・県は地域課題の総合コンサル

・地元工務店は技術力の共有、継承

・金融機関は建築主や地元企業への資金面支援

・木材供給者は工務店と地域課題共有、利用促進

・県外含む民間企業等は省Ｃｏ２の技術を地元へ普及・提供

各参加者の役割
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提案事業の内容（課題に対してどう取組むか）
最大目的

課題① 断熱等級に依存しない住宅性能の立証（補助対象経費）

→プラットフォーム内のビルダーが新築または改修し、
断熱等級、気密性能値、ＢＥＩに関するデータを青森県に提供することが前提

【補助要件】
①あおもりGX住宅（新築）

断熱性能等級６以上 、一次エネルギー消費量削減率３０％以上、気密性能0.7㎠/㎡以下

補助予定額２００万円 (参考：ＧＸ志向型住宅 １６０万円)

②あおもりGX住宅（全体改修）

断熱性能等級５以上、、一次エネルギー消費量削減率２０％以上、気密性能２.０㎠/㎡以下

補助予定額１２０万円 （参考：令和7年度長期優良住宅化リフォーム推進事業 ８０～１６０万円)

③あおもりGXビルダーズ(新築のみ） ・・・・・・・補助予定額１２０万

断熱性能等級５以上 、一次エネルギー消費量削減率２０％以上、気密性能0.7㎠/㎡以下

補助予定額１２０万円 （参考：令和7年度長期優良住宅 ８０万円)

省Ｃｏ２化をモデル化するためのデータの取得

参考との差額の考え：気密対策工事に関する資材や技術料



課題② 太陽光発電の導入のデータ取得（補助対象外経費）

課題③ 県産木材の使用樹種等のデータ取得（補助対象外経費）

→プラットフォーム内の関係機関が連携し、稼働データ等を青森県に提供する

【実施内容（補助要件とする）】

①県産材１㎥以上の利用または太陽光発電設備の設置

②工事完了入居後1年間の温湿度測定データ提供同意

③工事完了入居後3年間の光熱費データ提供同意

④構造見学会or完成現場見学会開催への同意

⑤設計図書等のデータ提供同意

⑥温湿度測定データ取得に関する機器設置及び管理

太陽光：県補助有（環境省-重点対策加速化事業）
県産木材：県補助有（県単独事業）

湿度は高温対策

プラットフォーム内の電力会社と協力

プラットフォーム内での技術共有

建材とホールライフカーボンの検証

研究機関等と連携

提案事業の内容（課題に対してどう取組むか）
最大目的
省Ｃｏ２化をモデル化するためのデータの取得
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提案事業の内容（改修の知見展開について）

9

ビルダーの主な工法は、ＳＨＳ、FPの家、ファースの家、Ｑ１．０住宅など．．．

スケルトンで工事をするのか、居ながら工事をするのか、どこまで新築の応用ができるのか．.

そこで、青森県では毎年
社会資本整備総合交付金を活用し、
技術の底上げや消費者への普及を図るセミナーを実施

・Ｒ６年度 環境と住まいのセミナーを実施

・Ｒ７年度 改修に関するセミナーを実施予定
【予定】
・ 新谷 孝芳氏 アルティザン建築工房（札幌市）
・ 平川 秀樹氏 北海道科学大学准教授
・ 伊香賀俊治氏 慶応義塾大学名誉教授

提案事業などで得た改修工事への課題等をプラットフォー
ムで検討・共有し、住民に普及する活動を今後も継続する



提案事業の内容（住まい方の周知方法について）

10

積雪寒冷地の青森県では冬季暖房機器の選択により、ＢＥＩに直結する

建主が求める健やかな住まい、災害対応、環境考慮など、性能による数値を可視化する

例）暖房設備によるＢＥＩ算出例（Ｕａ値0.28）

設計仕様、光熱費、太陽光の実データを得ることで住まい方の可能性が広がる

太陽光発電はつかえる？エアコン以外の暖房機器が選べる？理想のＢＥＩ値とは？

計算上理想の間取りとは？（主たる居室面積）

近年の温暖化により髙湿度

住居内の夏場の湿度が高い

【現在検討課題】

・気候に合った換気設備とは
（排湿機能）

・調湿建材の有効性は
（しっくい等）

・有効な日射、間取り対策とは
（沖縄など蒸暑地型住宅を参考）

提案事業により得られた実データを
青森県が検証する

地域に合った住まいの提案



最後に

11

本事業で取得するデータにより、省Ｃｏ２を図る様々な検討が可能になります

脱炭素で持続可能な住まいの暮らしを目指します

あおもり発の積雪寒冷地型住宅最適化プロジェクトは



北方型住宅ＺＥＲＯ【長期優良住宅】
～道内普及・啓発推進事業

一般社団法人北海道ビルダーズ協会

国土交通省 令和7年度
サステナブル建築物等先導事業（省ＣＯ２先導型） 採択プロジェクト

2025年10月29日
第32回住宅・建築物の省ＣＯ2シンポジウム



一般社団法人

北海道ビルダーズ協会

北海道ビルダーズ協会組織

北方型住宅ＺＥＲＯ【長期優良住宅】～道内普及・啓発推進事業

会員数：２０８社 （施工１２３ 設計１０ 木材６８ 賛助会員7） R7.10.1現在

当会の特徴
道内各地域に会員を持ち、北海道が推進する「北方型住宅」の普及・啓発への協力のほか、大工担い手の
確保・育成への取り組みや、北海道と連携し木造応急仮設住宅の建設を担う団体

本プロジェクトの概要

●家庭部門の温室 効果ガスの
排出割合が高い
（北海道：23％、全国：15％（北海道地球温暖化計画より））

●北海道内の住宅における太陽
光発電設備の設置率は全国最低
（北海道：1.3%、全国：4.9%（R5住宅・土地統計調査）

背 景

「北方型住宅ＺＥＲＯ」基準の創設
（2050年ゼロカーボン北海道に向けた新築住宅対策として

2022年に北海道が創設）

北海道

北
方
型
住
宅
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

登
録
戸
数
34
戸

札
幌
近
郊
に
集
中

現 状
〇省CO2先導型住宅の道内展開

北方型住宅ＺＥＲＯの見学等による
・地域購買層への情報提供
・地域事業者への普及・啓発

本事業

〇札幌近郊以外でのモデル見学
〇省CO2に対する意識の高揚
〇地域工務店の技術力等評価
〇ゼロカーボン北海道に寄与

効 果
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一般社団法人

北海道ビルダーズ協会

北海道の住宅のあゆみ

北方型住宅ＺＥＲＯ【長期優良住宅】～道内普及・啓発推進事業

積雪寒冷な北海道の気候に対応するため、戦後早期から、断熱や気密の技術開発を実施。
1988年から、産学官が一体となって、北海道の気候風土に適した「北方型住宅」を開発・普及に取り組んできた。
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一般社団法人

北海道ビルダーズ協会

北方型住宅ＺＥＲＯについて

北方型住宅ＺＥＲＯ【長期優良住宅】～道内普及・啓発推進事業

４つの基本性能を持つ
北方型住宅2020

＋
10ポイント以上

（高い耐用性）
・将来の間取り
変更対応〈推奨〉

ライフステージの変化、居住者の変化にも対応
し、世代を超えて引き継がれる
高い耐久性と耐用性を持つ住宅

災害に強く、だれでも安全で健康に
過ごすことのできる、
暮らしを守る器としての住宅

環境との共生

ＢＩＳ資格者による設計・施工
確かな設計・施工技術を持つ
事業者による家づくり。

住宅履歴の保管
「きた住まいるサポートシステム」で住まいの
情報を保管し、リフォームや住み替えに活用。

住宅性能の見える化
住宅性能に加え、
設計・施工者の情報も見える化。

北海道がおススメする優良な住宅事業者きた住まいるメンバーによる設計・施工

（自然災害への対応）
・地震時の倒壊を防ぎ
冬期の自宅避難のため
無暖房でも一定室温を確保

・建物内での避難経路確保、
落下物の防止に配慮（推奨）

（地域資源の活用）
・地域の気候風土を活かした設計
・道産材、地域エネルギー
の活用〈推奨〉

（省エネ）
・UA値＝0.34以下
・省エネ（BEI=0.8以下）
・C値＝1.0以下 など

地域らしさ

― ４つの基本性能 と ３つのしくみ ―

３つのしくみ

長寿命

安心・健康

北海道らしい景観や街並みに配慮して、
積極的に地域材、地場産材を活用しながら
日々の暮らしの中で地域らしさを育む住宅

寒さや雪などの気候特性に配慮しながら
環境負荷を低減する持続可能な社会と
暮らしを支える住宅

［主な基準］

［主な基準］

［主な基準］

［主な基準］

（高齢者等対応）
高齢者等への配慮

（健康・快適）
・ホルム対策等級３
・適切な換気量
・全室暖房

（高耐久）
・耐震等級２
・劣化対策等級３

（維持管理の容易さ）
・維持管理等級３

など

（地域活性化）
・市町村施策に適合〈推奨〉

（まちなみ形成）
・美しいまちなみ形成〈推奨〉
・外壁後退

UA値=0.2・BEI=0.65
太陽光発電・蓄電池

北方型住宅
ＺＥＲＯ

3
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一般社団法人

北海道ビルダーズ協会

きた住まいるサポートシステム

北方型住宅ＺＥＲＯ【長期優良住宅】～道内普及・啓発推進事業

・住宅履歴情報とは、住宅がどのようなつくりで、どのような性能があるか、また、建築後にどのような点検、修繕、リフォームが
実施されたか等の記録(新築時の図面や建築確認の書類、点検の結果やリフォームの記録)を保存、蓄積したもの
※(一財)北海道建築指導センターが道から指定を受け、きた住まいるサポートシステムによる住宅履歴情報の保管業務を実施

保管された情報はいつでも閲覧することができ、
点検や将来のリフォーム、住み替えをする際などに活用可能

図面の保存住宅性能等の入力

http://support.kita-smile.jp/
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一般社団法人

北海道ビルダーズ協会

きた住まいるサポートシステム

北方型住宅ＺＥＲＯ【長期優良住宅】～道内普及・啓発推進事業

指定した時期になると、
点検時期をお知らせするメールも
届きます
(住宅所有者・事業者)

きた住まいるサポートシステムの主な機能
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一般社団法人

北海道ビルダーズ協会

北方型住宅ＺＥＲＯ【長期優良住宅】～道内普及・啓発推進事業

基本性能の
見える化
性能等級

特長の
見える化

省エネ性能の
見える化
UA値・1次エネ

北方型住宅ZEROのポイント
10ポイント＝1ｔ-CO2／年削減

事業者の
情報

北方型住宅基準
への適合状況の確認
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一般社団法人

北海道ビルダーズ協会

現場研修会の実施方法・内容

北方型住宅ＺＥＲＯ【長期優良住宅】～道内普及・啓発推進事業

【現場共通】
・普及・啓発用資料の作成（リーフレット、パネル）
・現場用のぼり・シートの作成
・ノベルティグッズの作成

【現場毎】
・各工事現場の工程を報告
・現場研修会開催時期の確定報告
・現場資料の作成

準 備

〇共通資料は事務局にて作成予定
〇北海道連携については実施概要を調整済
〇道内の住宅団体（当協会のほか4団体）との
連絡体制は確立済

〇北海道建築指導センターについては周知に
ついて調整済

実際の運用

【事業者向け】
・当会のお知らせメール
・道内住宅団体への周知依頼
・当会ＨＰへの掲載
・北海道のＨＰへの掲載
・北海道建築指導センターＨＰへの掲載依頼
【一般向け】
・当会及び建設事業者のＨＰへの掲載
・北海道のＨＰへの掲載
・北海道建築指導センターＨＰへの掲載

周 知

〇省CO2先導型事業の内容
〇今回建設中の住宅性能
〇北方型住宅ＺＥＲＯの仕組み
〇長期優良住宅のメリットについて
〇北海道・ビルダーズ協会の連携した取り組み

説明内容
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一般社団法人

北海道ビルダーズ協会

建設住宅の性能の担保・確認方法

北方型住宅ＺＥＲＯ【長期優良住宅】～道内普及・啓発推進事業

長期優良住宅又は BELS にて確認する事項

断熱等性能等級 ７ （UA値=0.2）

1次エネルギー消費量等級 ６

1次エネルギー削減率（再エネ無し35%以上、含む100%以上）

太陽光発電パネルの設置（1・2地域10kW、3地域7kW以上）

耐震等級 ２以上

３０年以上の維持管理計画
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一般社団法人

北海道ビルダーズ協会

建設住宅の性能の担保・確認方法

北方型住宅ＺＥＲＯ【長期優良住宅】～道内普及・啓発推進事業

きた住まいるサポートシステムにて確認する事項

北方型住宅ＺＥＲＯの基準適合

施工写真のサポートシステム登録

地域材の活用（主要構造の50％以上）

施工品質の確保

BIS（設計）、BIS-E（施工）による設計・施工

施工完了時にC値（気密性能）を測定（C値＝1.0㎠／㎡以下）
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一般社団法人

北海道ビルダーズ協会

建築主に対する住まい方の説明

北方型住宅ＺＥＲＯ【長期優良住宅】～道内普及・啓発推進事業

【契約～完成時】
〇契約時に本事業（先導事業）の取り組みについて説明
〇建設する住宅（高気密・高断熱）の住まい方についての資料を作成し説明（共通資料）
〇住宅ラベリングシートを用いて住宅性能について説明
〇太陽光設備、蓄電池設備等のシステムを説明
〇設備機器の設定について説明

【入居後】
〇年間の使用電気料等（光熱費）の月毎集計
〇給湯・暖房・冷房設備の設定温度など使用方法の再確認（再設定）
〇住宅の省ＣＯ2効果について報告・説明

【維持管理計画に基づく点検】
〇点検後に報告・説明の実施

【確認】

上記「説明資料」及び「報告又は説明年月日など」は、事業者が「きた住まいるサポートシス
テム」に入力し、事務局が確認する
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一般社団法人

北海道ビルダーズ協会

波及・普及効果について

北方型住宅ＺＥＲＯ【長期優良住宅】～道内普及・啓発推進事業

【省ＣＯ２に配慮した住宅の建設戸数による効果確認】
〇「北方型住宅ＺＥＲＯ」の登録戸数の増加により確認
〇多雪により太陽光設備の設置が難しい場合は「北方型住宅２０２０」の登録戸数を確認
〇ZEROは1戸当たり2ｔ-CO2／年、2020は同1ｔ-CO2／年の排出量削減（北海道の試算）

【継続した働きかけ】
〇省CO2先導型の住宅の建設においては、建築主の環境意識の高揚が必要であり、
次年度以降も継続した働きかけが必要

〇省CO2に取り組むためには建築主の個人負担が大きくなるため、建設へのインセンティブ
が必要

【多雪地域等への配慮】
〇省CO2先導型のモデル実施やほかの補助事業においても、ZEH-Orientedと同様に相当な
配慮したモデル建設にはインセンティブを与える等の配慮が必要ではないかと考えます

ご清聴ありがとうございました。
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